








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　
大
正
八
年（
一
九
一
九
）に

上
演
が
始
ま
っ
た
『
月
形
半

平
太
』
に
「
春
雨
じ
ゃ
ぬ
れ

て
行
こ
う
」
と
い
う
有
名
な

台
詞
が
あ
る
▼「
春
雨
」
を

「
は
る
さ
め
」と
読
む
が
、
こ

の
言
葉
は
万
葉
集
に
も
「
波は

流る

佐さ

米め

」
と
書
か
れ
て
奈
良

時
代
に
は
す
で
に
成
立
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
▼
た

だ
し
、万
葉
集
の
ほ
う
は「
ぬ

れ
て
行
こ
う
」
と
い
う
よ
う

な
粋
な
雨
で
は
な
か
っ
た
ら

し
く
、
大
伴
家
持
が
墾
田
地

の
検
察
に
出
か
け
て
春
雨
に

降
り
込
め
ら
れ
て
帰
れ
な
く

な
っ
た
時
の
こ
と
を
歌
っ
た

も
の
▼
こ
の「
春
雨
」、本
来

「
は
る
あ
め
」と
な
る
は
ず
の

語
構
成
だ
が
、
一
語
と
し
て

の
ま
と
ま
り
を
付
け
る
た
め

に
「
は
る
」
と
「
あ
め
」
の

間
に
「
Ｓ
」
の
音
を
加
え
た

と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
語
に

も
「
小
雨
」「
霧
雨
」「
氷
雨
」

な
ど
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も

「
さ
め
」と
発
音
し
て
い
る
▼

「
雨
」が
後
ろ
に
付
け
ば
い
つ

も
「
さ
め
」
に
な
る
か
と
い

え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

く
「
大
雨
」
な
ど
は
そ
の
ま

ま
「
あ
め
」
で
あ
る
か
ら
言

語
の
規
則
性
と
い
う
の
は
一

筋
縄
に
は
い
か
な
い
も
の
だ

▼
さ
て
、
平
成
二
十
六
年
度

皇
學
館
大
学
学
位
記
・
修
了

証
書
授
与
式
は
晴
天
の
下
で

行
わ
れ
た
。
晴
れ
の
儀
と
い

う
の
は
儀
式
を
一
部
省
略
す

る
雨
儀
に
対
す
る
言
い
方
に

由
来
す
る
と
い
う
。
卒
業
生

諸
君
の
晴
れ
の
門
出
で
あ
る
。

　春
の
苑そ

の

紅く
れ
な
ゐに
ほ
ふ

桃
の
花

下し
た

照で

る
道
に

出い

で
立
つ
娘を

と
め子

大
伴
家
持

平
成
二
十
六
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

高
い「
志
」を
胸
に
七
〇
三
名
が
船
出

　
三
月
十
八
日
、
記
念
講
堂
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
の
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与

式
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
晴
れ
て
門
出
を
迎
え
た
の
は
三
学
部
合
計�

六
六
七
名
、
神
道
学
専
攻
科
二
十
五
名
、
大
学
院
十
一
名
の
合
計
七
〇
三
名
。
そ
れ
ぞ

れ
が
倉
田
山
で
過
ご
し
た
思
い
出
と
、
日
本
の
未
来
を
担
う
高
い「
志
」を
胸
に
、
新
し

い
舞
台
へ
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
国
の
宝
と
な
れ

　
春
の
到
来
を
思
わ
せ
る
暖

か
い
日
差
し
の
中
、
平
成
二

十
六
年
度
学
位
記
・
修
了
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
に
旅
立
ち
の
時
を

迎
え
た
学
生
は
七
〇
三
名
。

彼
ら
は
早
朝
か
ら
外
宮
と
内

宮
を
正
式
参
拝
。
と
く
に
内

宮
で
は
御
垣
内
で
の
参
拝
を

許
さ
れ
、
卒
業
を
迎
え
た
喜

び
を
大
御
神
に
奉
告
し
た
。

　
午
前
十
一
時
半
に
始
ま
っ

た
授
与
式
で
は
、
国
歌
斉
唱

と
令
旨
奉
読
に
続
い
て
博
士

後
期
課
程
修
了
者
、
そ
し
て

博
士
前
期
課
程
・
修
士
課
程

修
了
者
、
神
道
学
専
攻
科
修

了
者
、
三
学
部
卒
業
者
の
代

表
が
登
壇
し
、
晴
れ
が
ま
し

い
表
情
で
学
位
記
・
修
了
証

書
を
受
け
取
っ
た
。
次
に
恩

賜
奨
学
賞
、
大
宮
司
賞
な
ど

の
受
賞
者
十
名
に
賞
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
清
水
潔
学
長
は
式
辞
の
中

で
東
日
本
大
震
災
を
取
り
上

げ
「
諸
君
が
入
学
し
た
の
は

大
震
災
・
大
津
波
・
放
射
能

汚
染
と
い
う
戦
後
最
大
の
惨

禍
の
直
後
。
大
自
然
の
脅
威

は
自
然
へ
の
畏
怖
と
畏
敬
、

人
の
生
死
と
運
命
、
家
族
が

持
つ
意
味
を
根
本
か
ら
問
い

直
す
機
会
と
な
っ
た
」
と
述

べ
た
。
そ
の
一
方
で
、
卒
業

生
ら
が
二
年
生
の
時
に
行
わ

れ
た
本
学
創
立
百
三
十
周

年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事

業
、
三
年
次
に
斎
行
さ
れ
た

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
、
さ
ら
に
四
年
次
の
別
宮

の
御
遷
宮
と
記
念
す
べ
き
行

事
を
身
近
に
見
聞
で
き
た
こ

と
は
、
ま
た
と
な
い
好
機
で

あ
っ
た
と
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
学
長
は
「
科
学
の

時
代
と
い
わ
れ
る
二
十
一
世

紀
に
、
最
も
大
切
な
の
は
科

学
技
術
で
代
用
の
で
き
な
い

人
間
の
心
、
換
言
す
れ
ば
叡

智
で
あ
り
道
義
で
あ
る
。今
、

二
十
一
世
紀
の
自
然
科
学
の

適
切
な
利
用
を
図
る
た
め

に
、
人
文
科
学
出
身
の
人
材

こ
そ
が
重
要
だ
」
と
卒
業
生

を
激
励
。
最
後
に
「
一
隅
を

照
ら
す
、
此
れ
則
ち
国
宝
な

り
」
と
い
う
先
哲
の
言
を
引

用
し
「
名
誉
や
地
位
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
周

辺
を
明
る
く
照
ら
し
、
世
の

中
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
る

国
の
宝
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
、
今
日
ま
で
諸
君
を

育
ん
で
く
れ
た
す
べ
て
の
ご

恩
に
報
い
る
道
で
あ
る
」
と

結
び
、
洋
々
た
る
未
来
に
船

出
す
る
卒
業
生
に
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
在
学
生
の
送
辞
に
続
い
て

卒
業
生
を
代
表
し
て
国
文
学

科
の
奥
村
詩
織
さ
ん
が
「
入

学
し
た
頃
は
断
片
で
し
か
な

得
が
たい
体
験
を
重
ね
た
四
年
間

　
卒
業
生
総
代
と
し
て
学
位

記
を
受
け
取
っ
た
の
は
教
育

学
科
の
杉
山
恵
梨
さ
ん
。「
皇

學
館
大
学
で
の
最
高
の
思
い

出
は
、
よ
さ
こ
い
部
の
副
部

長
と
し
て
百
名
を
超
す
部
員

を
導
い
た
こ
と
。
こ
こ
で
学

ん
だ
責
任
感
や
客
観
性
は
、

先
生
の
仕
事
に
必
ず
活
か
せ

る
と
思
う
」と
、社
会
人
生
活

に
向
け
た
期
待
を
述
べ
た
。

大
宮
司
賞
受
賞
の
現
代
日
本

社
会
学
科
・
丹
羽
香
奈
絵
さ

ん
は
「
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
小
型
の
漁
船
を
送
る

『
べ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』に
参

加
し
、
多
く
の
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
最
大

の
思
い
出
」と
振
り
返
っ
た
。

長
谷
奨
学
賞
を
受
賞
し
た
国

文
学
科
の
石
原
亜
純
さ
ん

は
、「
目
標
だ
っ
た
神
職
と
教

職
の
資
格
を
ど
ち
ら
も
取
得

で
き
た
の
は
、
丁
寧
に
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
お

か
げ
。
将
来
は
人
間
関
係
の

大
切
さ
を
生
徒
に
教
え
ら
れ

る
教
師
に
な
り
た
い
」
と
新

た
な
目
標
を
口
に
し
た
。
神

道
学
科
の
川
村
亮
滋
君
が
最

も
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
神

宮
参
拝
。「
と
く
に
夜
間
参
拝

で
は
深
夜
の
神
宮
を
訪
れ
、

月
明
か
り
し
か
な
い
闇
の
中

で
自
分
た
ち
が
踏
み
し
め
る

玉
砂
利
の
音
や
虫
の
声
、
風

の
音
を
聞
く
う
ち
に
、
神
様

は
本
当
に
い
る
と
確
信
し

た
」
と
熱
く
語
っ
た
。

平成２６年度
学位記・修了証書授与式�受賞者等一覧

総 代

大学院文学研究科博士後期課程国文学専攻 神 田 ひろみ

大学院文学研究科博士後期課程国史学専攻
大 友 裕 二
谷 戸 佑 紀

大学院文学研究科博士前期課程国史学専攻 小　林　　郁
大学院教育学研究科修士課程教育学専攻 若 葉 京 良
神道学専攻科 竹 内 千 里
文学部神道学科 渡 邉 真 悠
教育学部教育学科 杉 山 恵 梨
現代日本社会学部現代日本社会学科 柴 原 つばさ

恩賜奨学賞 文学部神道学科 井 階 正 浩

大 宮 司 賞

文学部国史学科 菅 野 慈 子
教育学部教育学科 長 嶋 沙都子
現代日本社会学部現代日本社会学科 丹 羽 香奈絵

理 事 長 賞 文学部国文学科 杉 森 亮 子
学 長 賞 文学部コミュニケーション学科 松 田 明 子

統 理 賞
神道学専攻科 辻　　忠　雄
文学部神道学科 奈良㟢 勝 彦

長谷奨学賞
文学部神道学科 大 谷 こずえ
文学部国文学科 石 原 亜 純

送 辞 文学部神道学科 ３年 桑 原 和 瑳
答 辞 文学部国文学科 奥 村 詩 織
社会福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰

現代日本社会学部現代日本社会学科 濱 口 実 央
精神保健福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰

現代日本社会学部現代日本社会学科 世古口さおり
保育士養成課程の卒業生に対する会長表彰

教育学部教育学科 山 本 恵理佳

か
っ
た
知
識
が
、
卒
業
論
文

を
書
く
頃
に
一
つ
の
形
に
ま

と
ま
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え

た
。
し
か
し
社
会
に
出
た
ら

学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
未
知

な
る
も
の
に
臆
す
る
こ
と
な

く
、
未
来
を
つ
く
る
力
を
身

に
つ
け
た
い
」
と
将
来
へ
の

決
意
を
熱
く
語
っ
た
。

❖
歌
ご
よ
み
❖

卒業生を代表し、堂々と答辞を読み上げる奥村さん（国文）

清水学長から学位記を手渡される総代たち

石原さん（国文）

川村君（神道）

杉山さん（教育）

丹羽さん（現日）

■注目記事
１面

平成２６年度学位記・修了
証書授与式を挙行
２ 面
卒業生随想
３ 面
高・中で卒業式
４ 面
三重県教育委員会と連携協定締結
５ 面
１９社が学内企業説明会
６ 面 （高校・中学校）
建国記念の日の講演 ほか
７ 面
第 ２回「伊勢」と日本スタディ�
プログラムを開催
８ 面
教育学部・卒業記念ミュージカルを開催
■連載
４面
皇學館人物列伝㉕ 酒井秀夫

■Kらいふ（全学一体第１６１号）
退任によせて ほか
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卒
業
生
随
想

祭
式
研
究
部
と
共
に
あ
っ
た
大
学
生
活

神
道
学
科
　
井
階
正
浩

奉
職
先 

神
宮

自
分
に
正
直
に
な
れ
た
四
年
間

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
　
水
口
真
奈

就
職
先 

松
阪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

多
く
の
支
え
に
よ
っ
て

充
実
し
た
大
学
生
活
に

教
育
学
科
　
長
嶋
沙
都
子

就
職
先 

三
重
県
・
小
学
校

恩
師
、仲
間
と
の
出
会
い
に
感
謝

国
文
学
科
　
宮
路
夏
実

就
職
先 

Ｊ
Ａ
一
志
東
部

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

 

社
会
に
活
か
す

現
代
日
本
社
会
学
科
　
陶
山
貴
史

就
職
先 

山
陰
中
央
新
報
社

神
職
は
ナ
カ
ト
リ
モ
チ
。

縁
を
つ
な
い
で
い
き
た
い

神
道
学
専
攻
科
　
猪
股
弘
樹

奉
職
先 

石い
し

切き
り

劔つ
る
ぎ

箭や

神じ
ん

社じ
ゃ

人
と
人
と
の
繋
が
り
は

か
け
が
え
の
な
い
も
の

国
史
学
科
　
小
酒
井
明
道

就
職
先 

愛
知
県
蟹
江
町
役
場

絶
え
間
な
い
努
力
と

溢
れ
る
向
上
心
を
、こ
れ
か
ら
も

大
学
院
博
士
前
期
課
程
国
史
学
専
攻
　
小

林

　
郁

進
学
先 

本
学 

博
士
後
期
課
程
国
史
学
専
攻

　
私
の
大
学
生
活
は
、
祭
式

研
究
部
と
共
に
あ
っ
た
。
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
を
こ

こ
ま
で
育
て
上
げ
て
く
れ
た

の
は
、
ひ
と
え
に
先
輩
た
ち

の
御
蔭
で
あ
り
、
二
見
輿
玉

神
社
で
の
禊
、
夏
合
宿
、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
着

付
け
体
験
や
倉
陵
祭
祭
典
、

授
業
で
の
補
助
等
、
神
職
の

卵
に
ふ
さ
わ
し
い
濃
厚
な
大

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
三
年
時
に
は
部
活
の
代
表

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
一

団
体
を
率
い
て
い
く
責
任
感

と
物
事
を
推
し
進
め
て
い
く

実
行
力
、
ま
た
、
円
滑
な
人

間
関
係
に
よ
る
組
織
運
営
な

ど
、
今
後
の
社
会
生
活
に
必

要
な
技
術
を
身
を
も
っ
て
学

ん
だ
一
年
と
な
っ
た
。

　
期
待
よ
り
不
安
な
思
い
が

強
い
中
で
皇
學
館
大
学
に
入

学
し
、
四
年
が
経
っ
た
。
こ

の
四
年
間
で
授
業
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
加
え
て
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
、
百

船
で
の
活
動
、
学
生
ア
シ
ス

タ
ン
ト
な
ど
、
私
は
大
学
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

経
験
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
必

要
と
な
る
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
。
ま
た
、
そ
の
中
で
私

は
今
の
自
分
を
育
て
て
い
た

だ
い
た
恩
師
と
出
会
い
、
か

け
が
え
の
な
い
仲
間
と
出
会

っ
た
。
先
生
方
か
ら
受
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
と
示
唆

は
、
私
に
と
っ
て
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
く
た
め
の
元
気

の
源
と
な
っ
た
。
い
つ
も
そ

ば
で
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た

先
生
方
に
感
謝
し
た
い
。
そ

　
皇
學
館
大
学
で
の
四
年
間

は
多
忙
で
、
そ
れ
で
い
て
充

実
し
た
日
々
で
あ
っ
た
。
慌

た
だ
し
い
日
々
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
り
、
気
が
付

け
ば
も
う
卒
業
を
迎
え
る
。

今
は
た
だ
、
寂
し
い
気
持
ち

で
一
杯
だ
。

　
友
人
ど
こ
ろ
か
知
人
す
ら

一
人
も
い
な
い
伊
勢
の
地

で
、
四
年
間
も
自
分
は
や
っ

て
い
け
る
の
か
。
入
学
し
た

当
初
は
不
安
で
一
杯
だ
っ

た
。
し
か
し
、
講
義
に
部
活

動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、

大
学
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
じ
て
、一
人
、

ま
た
一
人
と
自
然
に
友
人
が

で
き
た
。
そ
う
し
て
、
気
が

付
け
ば
初
め
に
抱
い
て
い
た

不
安
な
気
持
ち
は
す
っ
か
り

な
く
な
っ
て
い
た
。や
は
り
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
こ
の
大
学
の
四
年

間
で
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
月
並
み
な
言
葉

か
も
し
れ
な
い
が
、
楽
し
い

こ
と
も
、
辛
い
こ
と
も
、
共

に
過
ご
し
乗
り
越
え
た
仲
間

に
巡
り
会
え
た
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
思
う
。

　「
や
れ
ば
で
き
る
」。
こ
の

信
念
ひ
と
つ
で
突
っ
走
っ
て

き
た
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四

年
間
。
思
え
ば
今
ま
で
で
い

ち
ば
ん
自
分
に
正
直
に
な
れ

た
時
間
だ
っ
た
。高
校
時
代
、

そ
れ
ま
で
人
の
目
ば
か
り
気

に
し
て
い
た
私
に
、
自
分
の

意
思
を
伝
え
る
意
味
を
教
え

て
く
れ
た
親
友
た
ち
に
改
め

て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い

た
い
。
お
か
げ
で
、
皇
學
館

大
学
で
し
っ
か
り
と
自
分
を

鍛
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
学
生
と
し
て
最
も
費
や
す

時
間
の
長
か
っ
た
勉
学
。
机

に
か
じ
り
つ
い
て
、
只
々
知

識
を
詰
め
込
ん
だ
り
、
単
に

単
位
を
取
得
す
る
だ
け
の
勉

強
が
い
か
に
も
っ
た
い
な
い

か
を
知
っ
た
。
一
つ
で
も
い

い
、
講
義
で
気
に
な
っ
た
こ

と
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

考
え
て
み
る
。
考
え
、調
べ
、

「
な
る
ほ
ど
」と
納
得
し
た
こ

と
一
つ
ひ
と
つ
が
自
分
の
生

き
る
肥
や
し
に
な
る
。
学
ん

だ
こ
と
が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

繋
が
っ
た
り
す
る
。
卒
業
論

文
作
成
で
、
つ
く
づ
く
実
感

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ

た
就
職
活
動
。
入
学
当
初
、

教
員
し
か
頭
に
な
か
っ
た
私

が
め
ざ
し
た
の
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
。突
き
放
さ
れ
よ
う
が
、

馬
鹿
に
さ
れ
よ
う
が
、「
見
返

し
て
や
る
」
と
絶
対
あ
き
ら

め
な
か
っ
た
。
悔
し
さ
と
焦

り
の
中
で
、
支
え
て
く
れ
る

存
在
の
大
き
さ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
。

　
中
味
の
濃
い
学
生
生
活
を

こ
の
大
学
で
送
れ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
。

　
大
学
生
活
は
か
け
が
え
の

な
い
四
年
間
で
あ
っ
た
。

　
一
年
生
は
先
輩
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
優
し
く
、
縦
の
繋

が
り
を
感
じ
た
。
二
年
生
は

本
格
的
に
専
門
科
目
が
始
ま

り
、
講
義
の
中
で
模
擬
授
業

に
苦
し
ん
だ
が
、
授
業
を
す

る
上
で
大
切
な
こ
と
を
多
く

学
ん
だ
。
三
年
生
の
時
の
教

育
実
習
は
苦
悩
の
日
々
で
あ

っ
た
が
、
自
分
の
夢
に
近
づ

い
て
い
る
と
思
う
と
毎
日
が

楽
し
か
っ
た
。
そ
し
て
四
年

生
。何
度
も
面
接
練
習
を
し
、

時
に
は
教
職
支
援
室
の
先
生

方
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
し
て
、
友
と
励
ま

し
合
い
な
が
ら
試
験
を
乗
り

越
え
、
夢
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
は
、
仲
間
と
一
年

を
か
け
て
一
つ
の
作
品
を
創

り
上
げ
た
。
お
客
さ
ん
か
ら

拍
手
を
い
た
だ
い
た
時
は
感

動
で
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
私
が
こ
の
よ
う
に
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、友
、先
生
方
、

職
員
の
方
等
、
多
く
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
。
皇
學
館
大

学
で
過
ご
し
た
四
年
間
の
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
胸

に
、
四
月
か
ら
ま
た
新
た
な

環
境
で
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
。

　
私
の
大
学
生
活
は
多
く
の

人
と
の
出
会
い
、
つ
な
が
り

に
恵
ま
れ
た
四
年
間
だ
っ

た
。今
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、

寮
生
活
や
部
活
動
、
研
究
会

活
動
は
私
を
大
き
く
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。

　
と
く
に
思
い
出
に
残
っ
て

い
る
の
は
地
域
社
会
研
究
会

の
活
動
だ
。
伊
勢
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
活
動
を
行
い
、
伊

勢
市
役
所
の
方
や
新
道
商
店

街
の
方
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン

ト
や
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

伊
勢
市
内
の
企
業
と
連
携
し

て
企
画
し
た
「
宇
治
山
田
の

和
紅
茶
」
は
、
私
の
中
で
も

と
く
に
思
い
出
深
い
。
全
国

で
も
有
数
の
お
茶
の
生
産
地

で
あ
る
三
重
県
、
伊
勢
茶
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

若
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
方

法
は
な
い
の
か
、
若
者
の
急

須
離
れ
を
何
と
か
で
き
な
い

の
か
と
い
う
思
い
を
抱
え
、

試
行
錯
誤
し
た
日
々
。
い
く

つ
も
の
困
難
や
課
題
が
あ
り

と
て
も
大
変
で
あ
っ
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出

で
あ
る
。

　
伊
勢
の
地
に
来
て
い
な
け

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
出
会
い

は
決
し
て
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
四
月
か
ら
は
故
郷
で
あ

る
島
根
県
に
戻
り
、
働
く
。

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
多
く
の
出
会
い
に
感
謝

し
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
な
が
ら
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
神
道
学
専
攻
科
に
入
学
し

て
か
ら
の
一
年
は
と
て
も
濃

密
で
、
充
実
し
た
も
の
と
な

っ
た
。

　
大
学
や
実
習
を
通
じ
て
個

性
豊
か
な
仲
間
、
大
学
の
先

生
方
や
神
職
養
成
部
、
実
習

先
の
神
職
の
方
々
等
と
出
会

え
た
こ
と
は
、一
生
の
宝
だ
。

　
私
を
こ
こ
ま
で
導
い
て
下

さ
っ
た
方
々
は
、
皆
口
を
揃

え
て
「
人
生
で
最
も
尊
い
も

の
は
人
と
の
出
会
い
だ
」
と

い
う
。
実
際
、
就
職
活
動
と

四
年
分
の
学
業
を
一
年
で
終

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
一
人
の
力
で
乗

り
越
え
ら
れ
る
ほ
ど
簡
単
な

も
の
で
は
な
く
、
大
学
で
出

会
え
た
た
く
さ
ん
の
人
と
の

つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
私

は
一
年
を
無
事
に
暮
ら
す
こ

と
も
、
専
攻
科
を
修
了
す
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、不
可
能
も
可
能
と
な
り
、

人
生
に
も
張
り
が
出
て
く
る

も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
多
く
の
仲

間
た
ち
と
と
も
に
神
職
と
し

て
の
人
生
を
歩
み
始
め
る

が
、
神
職
は
「
ナ
カ
ト
リ
モ

チ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

縁
と
縁
と
を
つ
な
ぐ
存
在

だ
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
た
ち

と
力
を
合
わ
せ
、
縁
を
つ
な

い
で
い
け
る
よ
う
、
精
進
し

て
い
き
た
い
。

　
二
年
前
の
今
頃
、
私
は
学

部
の
卒
業
生
と
し
て
晴
着
を

身
に
纏
い
、
多
く
の
仲
間
と

共
に
四
年
間
の
思
い
出
を
噛

み
し
め
な
が
ら
卒
業
式
の
会

場
に
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て

現
在
、
博
士
前
期
課
程
の
修

了
生
と
し
て
再
び
こ
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
と
思
う
と
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
思
え
ば
、
こ
の
二
年
間
は

勉
学
に
没
頭
で
き
た
毎
日
で

あ
っ
た
。
少
人
数
体
制
で
行

わ
れ
る
大
学
院
で
の
講
義
・

演
習
は
学
部
よ
り
水
準
が
高

く
、
先
生
方
か
ら
幅
広
く
、

よ
り
深
く
歴
史
学
を
ご
教
授

い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
自
分

の
「
歴
史
観
」
を
深
め
る
と

て
も
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た

と
思
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
大
学
院
で
学

べ
た
こ
と
は
授
業
内
容
だ
け

で
は
な
い
。
学
部
生
を
指
導

す
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
で
は
専
門
分
野
を

指
導
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、

学
外
の
活
動
等
で
は
地
域
社

会
と
繋
が
り
を
持
ち
貢
献
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

し
、
自
分
自
身
で
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
実

感
し
て
い
る
。

　
修
士
論
文
を
含
め
、
こ
の

二
年
間
で
経
験
し
学
ん
だ
こ

と
は
、
私
の
誇
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
糧
と
し
、
次
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
今
、
多
く
の
人
に

支
え
て
も
ら
い
、
無
事
に
卒

業
式
を
迎
え
る
。
大
学
に
通

わ
せ
て
く
れ
た
両
親
、
い
つ

も
助
け
て
く
れ
た
友
人
、
目

標
に
向
か
っ
て
共
に
汗
を
流

し
た
部
活
の
仲
間
、
お
世
話

に
な
っ
た
教
授
の
方
々
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
私
は
ま
た
、
新

し
い
生
活
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
す
。
こ
の
四
年
間
で
培
っ

た
経
験
を
活
か
し
、
皇
學
館

大
学
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
そ
し
て
一
人
の
社
会
人

と
し
て
、
少
し
で
も
日
本
の

た
め
に
役
に
立
て
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

し
て
こ
の
大
学
で
出
会
っ
た

仲
間
は
私
が
一
番
信
頼
で
き

る
一
生
の
友
で
あ
る
。
毎
日

他
愛
も
な
い
こ
と
で
笑
い
合

い
、
就
職
活
動
や
ク
ラ
ブ
活

動
、
卒
業
論
文
で
は
共
に
悩

み
、
闘
っ
た
。
彼
ら
が
い
て

く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私

が
あ
る
。

　
四
月
か
ら
私
は
社
会
人
に

な
る
。
皇
學
館
大
学
の
卒
業

生
と
し
て
誇
り
と
責
任
を
持

ち
社
会
に
貢
献
し
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。

　
ク
ラ
ス
に
お
い
て
も
、
四

年
間
代
表
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
最
後
に
皆
で
完
成

さ
せ
た
修
了
奉
告
祭
は
生
涯

忘
れ
得
な
い
体
験
と
な
っ

た
。
二
年
時
か
ら
は
大
学
の

特
待
生
と
し
て
、神
職
課
程
、

教
職
課
程
、
博
物
館
学
芸
員

課
程
と
、
神
道
の
精
神
に
立

脚
し
な
が
ら
多
く
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
大
学
で
学
ん
だ
技
術
を
生

か
し
、
国
家
の
た
め
、
国
民

の
た
め
に
御
奉
仕
で
き
る
神

職
へ
と
成
長
し
て
い
き
た
い
。

春
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
志
す
道
を
歩
き
始
め
る
卒
業
生
た
ち
。

学
生
生
活
を
振
り
返
り
、彼
ら
の
胸
中
に
去
来
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
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式辞に耳を傾ける生徒たち

答
辞
（
抜
粋
）

身
に
付
け
た
翼
で
羽
ば
た
い
て
い
く

卒
業
生
代
表　

志
村
日
向

　「
古
文
書（
く
ず
し
字
）を
読
め

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
の
学
生
の

声
を
受
け
、
本
物
の
古
文
書
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
本
学
国

史
学
科
で
は
三
重
県
総
合
博
物
館

（M
ieM
u

）と
の
相
互
協
力
協
定

に
基
づ
き
、
同
館
所
蔵
の
近
世
文

書
資
料
の
整
理
作
業
体
験
を
企

画
。
三
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
同
企
画
に
は
「
古
文

書
学
」
を
受
講
済
み
の
国
史
学
科

の
学
生
を
中
心
に
二
十
二
名
が
参

加
し
、
現
物
を
用
い
た
初
め
て
の

整
理
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
対
象
と
な
っ
た
文
書
は
「
伊
勢

国
奄
芸
郡
今
井
田
端
村
文
書
」
総

点
数
五
五
〇
点
。
こ
れ
ら
未
整
理

の
文
書
資
料
に
つ
い
て
、
学
芸
員

の
指
導
の
も
と
、
く
ず
し
字
を
解

読
し
つ
つ
、標
題・年
号・差
出
人・

受
取
人
を
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
い

く
と
い
っ
た
整
理
作
業
を
行
っ
た
。

　「
手
を
洗
い
き
れ
い
に
し
て
お

く
」「
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
い
」「
つ

ば
を
つ
け
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
ら
な

い
」
と
い
っ
た
古
文
書
整
理
に
際

し
て
の
注
意
事
項
を
厳
密
に
守
り

つ
つ
、
作
業
に
没
頭
し
た
学
生
た

ち
。
実
際
の
歴
史
資
料
を
前
に
緊

張
し
つ
つ
も
感
激
し
た
よ
う
で
、

「
実
物
の
古
文
書
に
触
れ
、直
に
く

ず
し
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
の

は
貴
重
な
経
験
」、「
古
文
書
や
文

化
財
を
後
世
の
人
に
伝
え
て
い
く

義
務
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
学
芸
員
の
方
の
言
葉
が
心
に
響

い
た
」
な
ど
と
感
想
を
語
っ
た
。

　
な
お
、
同
企
画
は
今
後
も
継
続

し
て
毎
年
春
休
み
に
開
催
す
る
予

定
だ
。

輝
く
未
来
は
こ
れ
か
ら
の
努
力
に
か
か
っ
て
い
る

�

第
五
十
回
皇
學
館
高
等
学
校
卒
業
式

　
皇
學
館
高
等
学
校
の
第
五

十
回
卒
業
式
が
三
月
二
日
、

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
今

年
度
の
卒
業
生
は
三
六
六

名
。
国
歌
斉
唱
、令
旨
奉
読
、

卒
業
証
書
授
与
、
賞
状
授
与

に
続
き
式
辞
を
述
べ
た
中
村

貴
史
学
校
長
は
、最
初
に「
清

明
正
直
に
、つ
ね
に
明
る
く
、

正
し
く
、
ま
っ
す
ぐ
に
生
き

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
建
学

の
精
神
に
触
れ
た
上
で
、
吉

田
松
陰
の
「
志
の
赴
く
所
、

心
の
安
ん
ず
る
所
、
為
し
て

可
な
ら
ざ
る
は

な
し
」
と
の
言

葉
を
引
用
。「
自

分
が
強
く
願
っ

た
ら
で
き
な
い
こ
と
は
な
い

と
い
う
含
蓄
の
あ
る
言
葉
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
は
そ
の
通

答
辞
（
抜
粋
）

皇
學
館
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
原
点
に

卒
業
生
総
代　

大
畑
綾
音

　
皇
學
館
高
等
学
校
は
昨
年

度
、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
記
念
式
典
に
列
席

さ
せ
て
い
た

だ
き
、
学
校

の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
先

輩
方
へ
の
感

謝
と
と
も

に
、
皇
學
館

の
伝
統
を
真

摯
に
見
つ
め

直
し
、
皇
學

館
高
等
学
校
の
新
た
な
歴
史

を
私
ど
も
が
築
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
自
覚
い
た
し
ま
し
た
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
倉
田
山

は
こ
の
五
十
年
間
、
向
上
心

と
活
気
あ
ふ
れ
る
生
徒
た
ち

が
知
へ
の
好
奇
心
や
学
問
に

対
す
る
興
奮
と
感
動
を
感
じ

て
き
た
場
所
で
す
。
日
々
の

学
習
が
辛
く
苦
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
、

「
頑
張
ろ
う
」と
声
を
掛
け
合

い
、
励
ま
し
合
っ
た
仲
間
が

い
ま
し
た
。
行
事
を
一
つ
終

え
る
度
に
絆
を
深
め
、
辛
苦

を
共
に
し
た
仲
間
の
お
か
げ

で
充
実
し
た
三
年
間
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
未
熟

な
私
た
ち
を
根
気
強
く
、
優

し
く
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
に
は
進
路
の
み
な
ら
ず

生
活
面
の
相
談
に
ま
で
真
剣

時
間
を
大
切
に
、精
一
杯
の
努
力
を

第
三
十
四
回
皇
學
館
中
学
校
卒
業
式

　
三
月
十
四
日
、
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
皇
學
館
中

学
校
の
卒
業
式
が
執
り
行
わ

れ
、
五
十
六
名
の
卒
業
生
が

晴
れ
や
か
な
表
情
で
式
に
臨

ん
だ
。

　
式
辞
の
中
で
中
村
貴
史
学

校
長
は
「
君
た
ち
は
今
、
中

学
生
か
ら
高
等
学
校
生
へ
と

時
間
の
区
切
り
を
つ
け
る
、

こ
の
場
に
立
ち
会
っ
て
い
ま

す
。人
間
の
一
生
に
お
い
て
、

時
間
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ

と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
。

そ
れ
は
、
時
間
の
大
切
さ
を

私
た
ち
に
教
え
、
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
」
と

　
三
年
前
の
私
た
ち
は
慣
れ

な
い
制
服
に
身
を
包
み
、
緊

張
し
て
入
学
式
を
迎
え
ま
し

た
。
少
し
大
き
め
の
制
服
は

気
恥
ず
か
し
く
も
嬉
し
く

て
、
生
徒
玄
関
に
立
て
ら
れ

た
入
学
式
の
看
板
の
前
で
記

念
撮
影
を
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
入
学
し
て
す
ぐ
の
思
い
出

は
、
朝
熊
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
で
す
。「
一
緒
に
登
ろ

う
」
と
い
う
友
だ
ち
の
何
気

な
い
一
声
に
心
が
弾
ん
で
、

張
り
切
っ
て
山
頂
に
向
か
い

ま
し
た
。
三
年
生
で
迎
え
た

最
後
の
体
育
大
会
、
皇
中
祭

で
は
皆
が
一
致
団
結
し
、
高

い
目
標
を
掲
げ
て
努
力
し
ま

し
た
。
一
つ
の
目
標
に
立
ち

向
か
っ
た
熱
い
瞬
間
を
、
思

い
悩
ん
だ
時
に
い
つ
も
そ
ば

に
い
て
く
れ
た
友
を
私
は
忘

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
絆
は
こ
れ

か
ら
も
皆
の
力
と
な
り
、
く

じ
け
そ
う
に
な
っ
た
時
、
私

た
ち
を
勇
気
づ
け
、
励
ま
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
三
年
間
、
私
た
ち
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
皇

學
館
中
学
校
で
学
ぶ
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
た
ち
を
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
。
先
生
方
の

下
で
、
ど
ん
な
困
難
に
も
仲

間
と
助
け
合
っ
て
立
ち
向
か

う
心
意
気
を
、
転
ん
で
も
何

度
だ
っ
て
立
ち
上
が
る
根
性

を
、
努
力
の
生
み
出
す
自
信

と
い
う
翼
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
切
な

後
輩
の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
、
皇
學
館
中
学

生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

何
よ
り
も
挨
拶
と
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
こ
の
人
と
し
て
の
基
本

が
、
き
っ
と
あ
な
た
た
ち
の

強
み
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
あ
、巣
立
ち
の
時
で
す
。

私
た
ち
は
希
望
を
胸
に
、
皇

學
館
中
学
校
で
身
に
付
け
た

翼
を
大
き
く
広
げ
、
羽
ば
た

い
て
い
き
ま
す
。

三重県総合博物館❖みえむ

MieMuで
古文書整理体験

り
に
い
か
な
い
こ
と
も
多

い
。
で
も
、
そ
う
思
っ
て
は

い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
強
い

に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
心
強
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
今
こ
う
し
て
清
々

し
い
気
持
ち
で
こ
の
場
に
立

っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
十
八

年
間
私
た
ち
を
支
え
、信
じ
、

育
て
て
く
れ
た
家
族
の
お
か

げ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
歩
む

道
は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の

と
は
限
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が

あ
っ
た
時
、
私
た
ち
の
原
点

で
あ
る
こ
の
皇
學
館
高
等
学

校
で
学
び
、
培
っ
て
き
た
建

学
の
精
神
を
胸
に
刻
み
、
皇

學
館
高
等
学
校
卒
業
生
と
し

て
の
誇
り
を
持
っ
て
踏
み
出

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

語
り
、「
今
し
な
く
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

集
中
し
て
精
一
杯
努
力
す
る

こ
と
が
結
果
と
し
て
充
実
し

た
知
識
と
行
動
を
も
た
ら

し
、
優
れ
た
人
間
性
に
結
び

つ
き
ま
す
」
と
説
い
た
。
そ

し
て
、
日
本
の
偉
大
な
思
想

家
で
あ
る
道
元
禅
師
の
言
葉

「
寸
陰
ス
ツ
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。

専
一
ニ
功
夫
ス
ヘ
シ
」
を
紹

介
。「
少
し
の
時
間
も
お
ろ
そ

か
に
無
駄
に
せ
ず
、
与
え
ら

れ
た
課
題
を
ど
う
解
決
し
て

い
く
か
工
夫
し
て
、
つ
ね
に

努
力
し
続
け
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
期
待
を
込
め
て
語

っ
た
。

　
学
園
報
第
五
十
四
号
で
既
報

の
通
り
、
高
等
教
育
機
関
と
し

て
の
魅
力
向
上
に
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
、
本
学
を

含
め
県
内
八
つ
の
私
立
高
等
教

育
機
関
で
組
織
さ
れ
た
「
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
三
重
」。そ
の
連
携

協
力
事
業
の
一
つ
、
教
職
員
の

資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
Ｆ
Ｄ

（
教
員
）・
Ｓ
Ｄ（
職
員
）交
流
事

業
「
公
的
研
究
費
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
」
が
二
月
十
六
日
、
津

駅
前
ア
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
平
成
二
十
六

年
二
月
十
八
日
に
文
部
科
学
省

が
「
研
究
機
関
に
お
け
る
公
的

研
究
費
の
管
理
・
監
査
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
実
施
基
準
）」
の
改

コンプライアンス実践についての講義を聞く出席者

励
ま
し
で
す
。
こ
の
言
葉
を

信
じ
、
誇
り
高
く
、
前
に
向

か
っ
て
生
き
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
輝
く
未
来
は
、
若
い

君
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
努
力

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
」と
熱
く
語
り
、は
な
む
け

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
た
。

「コンソーシアム三重」が
教職員交流事業を実施

正
を
発
表
し
、
各
機
関
に
お
い

て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
が

義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
実

施
し
た
も
の
。
研
修
で
は
講
師

を
務
め
た
有
限
責
任
監
査
法
人

ト
ー
マ
ツ
の
赤
尾
聡
氏
よ
り

「
誠
実
な
組
織
行
動
が
大
学
の

利
益
や
価
値
の
向
上
に
つ
な
が

る
」「
不
正
を
し
な
い
風
土
と
さ

せ
な
い
仕
組
み
が
必
要
」
と
い

っ
た
内
容
が
語
ら
れ
た
。
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
三
重
よ
り
参
加
し

た
一
九
四
名
の
教
職
員
か
ら
は

研
究
倫
理
に
つ
い
て
の
認
識
が

深
め
ら
れ
た
と
の
意
見
が
多
く

聞
か
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修

会
と
な
っ
た
。

指導を受け慎重に
古文書を扱う学生

堂々と答辞を読み上げる大畑さん

神宮を参拝し、無事卒業の日を迎えた感謝の思いを奉告

答辞を読む志村君
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東
員
町

明
和
町

東
員
町

明
和
町

●三重県文化振興事業団
●三重県教育委員会

朝日
川越町
朝日町

木
曽
岬
町

　
本
学
で
は
三
月
二
十
日
、
三
重
県
教
育
委
員
会
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
両
者
で
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ッ

ト
的
に
実
施
し
て
き
た
取
組
み
を
組
織
的
・
継
続
的
に
行

う
と
と
も
に
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
三
重
県
の
教
育
及
び

大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
充
実
、
発
展
を
め
ざ
す
。

三
重
県
教
育
委
員
会
と
連
携
協
定
締
結

　
本
学
と
三
重
県
教
育
委
員

会
で
は
こ
れ
ま
で
本
学
教
員

に
よ
る
県
立
高
校
で
の
出
前

授
業
や
県
教
育
委
員
会
職
員

に
よ
る
大
学
生
対
象
の
講

義
、
ま
た
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
大
会
の
共
催
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
実
績
を

も
と
に
、
相
互
の
人
材
資
源

を
さ
ら
に
活
用
し
、
教
育
活

動
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
す

る
べ
く
、
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
を
三
月
二
十
日
に
締

結
。
以
下
の
七
項
目
を
連
携

事
項
と
し
て
定
め
た
。

❶
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成

の
充
実

❷
相
互
の
教
職
員
の
資
質
能

力
の
向
上

❸
相
互
の
教
育
活
動
へ
の
支

援
❹
高
校
教
育
と
大
学
教
育
と

の
接
続

❺
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
支
援

❻
社
会
教
育
の
充
実
及
び
文

化
財
の
保
護

❼
そ
の
他
両
者
が
必
要
と
認

め
る
事
項

　
こ
れ
ら
の
連
携
事
項
に
基

づ
き
、
今
後
、
学
校
や
地
域

で
教
育
活
動
に
取
り
組
む
人

材
を
外
部
講
師
と
し
て
大
学

の
講
義
等
へ
招
聘
し
た
り
、

実
践
的
な
指
導
方
法
の
習
得

を
め
ざ
す
べ
く
学
生
が
学
校

授
業
の
見
学
を
積
極
的
に
行

う
ほ
か
、「
英
語
キ
ャ
ン
プ
」

や
「
み
え
未
来
人
育
成
塾
」

な
ど
県
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
活
動
へ
の
学
生
の
参
加

及
び
大
学
教
員
に
よ
る
支

援
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
民

体
育
大
会
運
営
の
主
力
と
な

る
指
導
者
、
選
手
の
育
成
等

に
取
り
組
む
。

　
本
学
は
卒
業
生
の
約
七
割

が
県
内
に
就
職
す
る
な
ど
、

地
域
を
担
う
中
核
的
人
材
を

輩
出
し
て
き
た
。
と
く
に
教

育
学
部
で
は
学
生
の
多
く
が

生
涯
学
習
振
興
で
連
携

三
重
県
文
化
振
興
事
業
団
と
協
定
締
結

三
重
県
の
教
員
を
希
望
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
三
〇
七
七

　
こ
の
た
び
本
学
と
三
重
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
管
理

す
る
公
益
法
人
三
重
県
文
化

振
興
事
業
団
は
相
互
の
教
育

研
究
資
源
を
活
用
し
、
生
涯

学
習
の
振
興
を
通
じ
て
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
三

月
五
日
に
「
生
涯
学
習
振
興

に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
」

を
締
結
し
た
。
教
育
文
化
施

設
と
高
等
教
育
機
関
に
よ
る

生
涯
学
習
分
野
で
の
連
携
協

定
は
県
内
で
は
初
の
事
例
だ
。

名
の
教
員
を
三
重
県
に
送
り

出
し
て
き
た
。
今
回
の
協
定

締
結
を
機
に
県
教
育
委
員
会

と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
よ

り
高
い
専
門
性
と
豊
か
な
人

間
性
を
備
え
た
教
員
を
養

　
協
定
締
結
に
あ
た
り
、
合

意
し
た
の
は
次
の
六
項
目
。

❶
三
重
県
の
生
涯
学
習
振
興

の
支
援

❷
専
門
性
を
活
か
し
た
高
度

な
学
習
機
会
の
提
供

❸
学
校
教
育
活
動
等
に
お
け

る
支
援

❹
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
就

業
体
験
の
受
入

❺
各
種
会
議
等
へ
の
有
識
者

派
遣

❻
そ
の
他
前
項
目
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

　
こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

県
民
に
と
っ
て
は
高
等
教
育

機
関
で
の
学
習
機
会
が
増
え

た
り
、
地
域
の
学
習
課
題
の

解
決
に
高
等
教
育
機
関
の
持

つ
教
育
資
源
が
活
用
し
や
す

く
な
る
。
本
学
に
と
っ
て
も

学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場

を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
ほ

か
、
教
育
分
野
を
め
ざ
す
学

生
が
学
校
へ
赴
き
地
域
の
教

育
実
践
を
見
た
り
、
地
域
人

材
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
講
義
に
迎
え
入
れ
る
こ

と
で
教
育
の
質
の
向
上
が
期

待
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。
さ
ら
に
、
三
重
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
三
重

テ
ラ
ス（
東
京
）で
の
セ
ミ
ナ

ー
共
催
を
計
画
中
だ
。

　
教
育
基
本
法
第
三
条
に
は

「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、自
己

の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を

適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
る
。

今
回
の
協
定
が
そ
う
し
た
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
た
い
。

　「
白
江
教
授
の
文
法
学
概
論

の
時
間
で
あ
っ
た
。
教
授
は

三
十
歳
な
か
ば
で
あ
っ
た
ろ
う

か
、
目
も
声
も
物
腰
も
女
形
の

よ
う
で
、
顔
は
ノ
ー
ト
に
伏
せ

た
ま
ま
で
講
義
を
つ
づ
け
て
い

た
。
髪
が
な
め
ら
か
な
白
い
ひ

た
い
に
垂
れ
か
か
り
、
高
い
鼻

梁
が
い
っ
そ
う
秀
で
て
見
え

る
。
そ
れ
で
い
て
、
黒
板
に
書

く
白
墨
の
文
字
は
、
大
き
く
力

が
張
っ
て
粘
着
し
て
い
る
」。足

立
巻
一（
人
物
列
伝
７
）の
『
や

ち
ま
た
』
で
あ
る
。
本
居
春
庭

の
事
跡
を
探
求
し
て
い
く
様
子

を
丹
念
に
描
く
こ
の
作
品
か
ら

は
同
時
に
神
宮
皇
學
館
の
様
子

を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
居

宣
長
の
息
子
の
春
庭
は
盲
目
の

語
学
者
で
活
用
の
種
類
を
分
類

立
て
し
た
人
物
で
あ
る
。
足
立

巻
一
が
こ
の
春
庭
の
存
在
を
知

っ
た
き
っ
か
け
が
冒
頭
に
引
用

し
た
白
江
教
授
の
文
法
学
概
論

と
い
う
授
業
で
あ
っ
た
。

　
白
江
教
授
に
は
モ
デ
ル
が
あ

る
。
酒
井
秀
夫
が
そ
の
人
で
あ

る
。
酒
井
は
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）名
古
屋
市
で
生
ま

れ
た
。
旧
制
愛
知
一
中
、
第
八

高
等
学
校
を
経
て
東
大
国
文
学

科
を
卒
業
。
岡
崎
師
範
学
校
で

一
年
教
鞭
を
と
っ
た
後
、
昭
和

三
年（
一
九
二
八
）三
月
神
宮
皇

學
館
に
講
師
と
し
て
赴
任
。
同

年
十
月
に
教
授
と
な
っ
た
。

　
酒
井
の
講
義
は
明
晰
で
一
種

の
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ス
マ
ー
ト
さ
が
酒
井
の
特
徴
で

あ
っ
た
。
ノ
ー
ト
は
ロ
ー
マ
字

で
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
語

の
活
用
を
説
明
す
る
と
き
、
母

音
の
交
替
を
考
え
合
わ
せ
る
と

都
合
が
よ
か
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
朖
を

始
め
と
す
る
近
世
国
学
の
文
法

研
究
を
専
門
と
し
た
。

　
人
物
は
極
め
て
温
厚
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
足
立
の
弔
辞
に
よ

れ
ば
「
先
生
が
お
怒
り
に
な
っ

た
り
不
機
嫌
に
な
っ
て
い
ら
れ

る
の
を
拝
見
し
た
こ
と
は
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

　
鼻
筋
が
通
っ
て
い
た
た
め
、

風
貌
か
ら
は
と
っ
つ
き
に
く
い

印
象
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
接

す
る
と
親
し
み
深
い
人
物
で
あ

っ
た
。
皇
學
館
時
代
は
伊
藤
正

雄（
人
物
列
伝
９
）ら
と
「
紅
茶

会
」
と
い
う
サ
ロ
ン
を
開
い
て

い
た
。
教
え
子
た
ち
に
と
っ
て

も
思
い
出
深
い
教
授
の
一
人
で

あ
っ
た
。

　
昭
和
十
七
年
に
は
神
宮
皇
學

館
大
學
予
科
教
授
と
な
る
。
二

十
一
年
廃
学
に
よ
り
依
願
免
本

官
。
二
十
四
年
か
ら
金
城
学
院

大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
昭
和

五
十
六
年
わ
ず
か
一
日
の
入
院

で
急
逝
。
七
十
九
歳
。

（
国
文
学
科
教
授
　
齋
藤
　
平
）

成
・
輩
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
協
定
期
間
は
本
年
三

月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。
双

方
か
ら
改
廃
の
申
し
出
が
な

け
れ
ば
以
降
も
継
続
す
る
。

3月20日に行われた連携協定調印式。左から、西谷豊局長、田浦雅徳地域連携推進委員長、
清水潔学長、三重県教育委員会の山口千代己教育長、信田信行副教育長

三重県内の連携協定先 
� 平成2７年 3月末時点

本学は、文化・教育・研究等の分野で相
互に機能向上を図るとともに、地域の
活性化と人材の育成を図ることを目的
として、積極的な連携を行っています。

皇學館 人物列伝 25

酒井 秀夫（さかい ひでお）　

明治3５年愛知県生。昭和 2年東京大学文学部卒業。岡崎師範学
校専攻科講師を経て昭和 3年神宮皇學館教授。昭和１７年神宮皇
學館大學予科教授。廃学後、金城学院大学教授。１９02〜１９８１。

『
や
ち
ま
た
』の
白
江
教
授
の
モ
デ
ル

握手を交わす清水潔学長と三重県文化振興事業団の飯田
俊司理事長（右）
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現地の中国人従業員たちと忌憚なく意見を交わす

稼働中の工場を見学

「失敗を繰り返せるのは学生時代だけ。今こそどんなことにもチャレン
ジしてほしい」と熱く語りかける津田氏

担当者の説明を熱心に聞く学生たち

遠藤氏のゼミを受講する予定と話す滝川さん
（左）と笠井さん

就活では自分がどういう人間で、社会でどの
ような価値を出せるのか、伝えることが大事
と遠藤氏

19社が学内企業説明会

　
今
年
か
ら
繰
り
下
が
っ
た
就
職
活
動
日
程
に
合
わ

せ
、
県
内
企
業
十
九
社
を
招
い
て
の
学
内
合
同
企
業
説

明
会
が
三
月
二
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
同
説
明
会

に
は
企
業
就
職
を
希
望
す
る
三
年
生
一
三
五
名
が
参
加

し
、
企
業
担
当
者
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。

新スケジュールでの就活が本格始動
　
「
大
学
生
は
学
業
を
優
先

す
べ
き
」
と
の
政
府
要
請
に

経
団
連
が
応
え
る
か
た
ち
で

取
り
決
め
ら
れ
た
就
職
活
動

参加企業� （順不同）
株式会社赤福
朝日ガスエナジー株式会社
アサヒグローバル株式会社
イセット株式会社
岡三証券株式会社
株式会社ぎゅーとら
株式会社サイネックス
株式会社鈴鹿英数学院
住友電装株式会社
株式会社津松菱
東海物産株式会社
鳥羽シーサイドホテル株式会社
株式会社ヘルシーファミリー
株式会社マスヤグループ本社
三重交通株式会社
三重ダイハツ販売株式会社
三重トヨタ自動車株式会社
株式会社三重平安閣
株式会社山口工務店

現
地
で
国
際
感
覚
を
磨
く

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

現
代
日
本
社
会
学
科
教
授
　
笠
原
正
嗣

　
本
学
が
推
進
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
、
第
三
銀
行

の
協
力
を
得
て
本
年
度
よ
り

開
始
さ
れ
た
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
引
率
し
て
き

た
。
三
月
二
日
か
ら
八
日
の

日
程
で
、
中
国
の
上
海
地
区

に
進
出
し
て
い
る
東
海
地
域

の
自
動
車
部
品
関
連
企
業
に

て
実
習
を
行
っ
た
。
参
加
学

生
は
就
職
活
動
を
目
前
に
控

え
る
文
学
部（
神
道
・
国
文
・

コ
ミ
）
三
年
の
三
名
で
あ
っ

た
。

　
先
ず
、
企
業
訪
問
に
先
立

つ
事
前
学
習
と
し
て
、
ジ
ェ

ト
ロ（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）

と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

の
上
海
支
店
を
訪
れ
た
。
そ

こ
で
は
、「
世
界
の
工
場
」か

ら
「
世
界
の
市
場
」
へ
と
変

化
し
つ
つ
あ
る
中
国
経
済
の

最
新
情
報
、
商
慣
行
や
税
制

な
ど
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
留
意

点
に
つ
い
て
学
び
、
現
地
ス

タ
ッ
フ（
中
国
人
を
含
む
）と

学
生
の
間
で
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。

　
翌
日
以
降
は
、
第
三
銀
行

駐
在
員
の
帯
同
を
得
て
、
蘇

州
市
と
南
通
市
の
四
つ
の
企

業
に
て
二
日
間
実
習
を
行
っ

た
。
現
地
責
任
者
と
の
討
論

や
稼
働
中
の
工
場
見
学
、
さ

ら
に
中
国
人

従
業
員
と
の

懇
談
を
通
じ

て
、
中
国
に

お
け
る
企
業

活
動
の
現
状

と
課
題
等
に

つ
い
て
、
現

地
の
「
生
の

声
」
を
通
し

て
理
解
を
深
め
た
。

　
日
本
人
駐
在
員
か
ら
は
、

中
国
人
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
職
務
評
価

の
難
し
さ
、
生
活
面
の
苦
労

話
と
と
も
に
、
異
文
化
を
乗

り
越
え
て
の
仕
事
の
醍
醐
味

や
今
後
の
成
長
可
能
性
な
ど

を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
学
生
と
同
世
代
の
現
地

従
業
員
と
の
懇
談
で
は
、
日

系
企
業
に
勤
め
た
動
機
や
将

来
の
夢
、
普
段
の
生
活
風
景

な
ど
、
学
生
な
ら
で
は
の
質

問
も
あ
り
非
常
に
有
意
義
な

時
間
を
共
有
で
き
た
。
同
時

に
、
中
国
人
が
持
つ
本
当
の

日
本
へ
の
思
い
を
感
じ
る
こ

と
も
で
き
た
（
日
系
企
業
で

あ
る
こ
と
を
多
少
勘
案
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
）。

　
参
加
し
た
国
文
学
科
の
伊

藤
志
恵
さ
ん
は
「
現
場
の
課

題
な
ど
生
の
声
に
触
れ
た
こ

と
で
、
新
た
に
知
る
こ
と
が

数
多
く
あ
っ
た
。
中
国
の
み

な
ら
ず
ア
ジ
ア
全
体
の
今
後

に
つ
い
て
も
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
、
よ
い
経
験
に
な
っ

た
」、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
の
三
好
瑛
子
さ
ん
は

「
晴
れ
た
日
は
青
空
が
見
え

マ
ス
ク
は
要
ら
な
か
っ
た
。

広
大
な
中
国
大
陸
を
、
メ
デ

ィ
ア
の
報
道
通
り
に
一
括
に

し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
再
認
識
し
た
」、神
道
学

科
の
永
瀬
文
也
君
か
ら
は

「
中
国
に
対
す
る
偏
見
や
先

入
観
が
払
拭
さ
れ
た
。
人
々

は
勤
勉
で
モ
ラ
ル
が
高
く
衝

撃
を
受
け
た
。
テ
レ
ビ
や
ネ

ッ
ト
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
目

と
耳
で
確
か
め
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
、
実
際
に
現
地
に
赴

き
見
聞
を
広
め
る
意
義
を
再

確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
参
加
学
生
た
ち
が
、
今
回

の
実
習
で
身
に
つ
け
た
国
際

感
覚
に
磨
き
を
か
け
、
卒
業

後
に
日
本
と
世
界
と
の
架
け

橋
と
な
る
人
材
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
ま
な
い
。

「
攻
め
の
社
会
人
養
成
講
座
」を
開
催

　
「
最
高
の
就
職
の
た
め
に
、

い
ま
何
を
す
べ
き
か
」
を
テ

ー
マ
に
催
さ
れ
た
今
回
の
講

座
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
挨
拶

に
立
っ
た
遠
藤
司
氏
（
平
成

二
十
七
年
四
月
よ
り
本
学
准

教
授
に
就
任
予
定
）
は
講
師

を
務
め
る
五
人
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
を
紹
介
し
な
が

ら
、「
み
な
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
方
ば
か
り
。
テ
ク
ニ

時
期
の
繰
り
下
げ
。
平
成
二

十
八
年（
二
〇
一
六
）三
月
卒

業
予
定
者
よ
り
新
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
適
用
さ
れ
、
会
社
説

ッ
ク
的
な
就
活
法
で
は
な

く
、
本
質
を
感
じ
取
っ
て
」

と
発
破
を
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
午
前
中
は
津
田

栄
氏
（
元
ド
イ
チ
ェ
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
最
高
投
資

責
任
者
）、午
後
は
影
山
俊
佑

氏
（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式

会
社
販
社
・
パ
ー
ト
ナ
ー
営

業
事
業
部
戦
略
Ｇ
勤
務
）、鹿

島
洋
介
氏
（
前
橋
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
勤
務
・
前

橋
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

担
当
）、
吉
野
誉
志
朗
氏（
キ

ー
エ
ン
ス
株
式
会
社
勤
務
・

千
葉
県
復
興
支
援
団
体
Ｆ
Ｕ

Ｎ
創
立
者
）、
河
野
丈
博
氏

（
ガ
ー
ト
ナ
ー
日
本
法
人
勤

務
・
ア
カ
ウ
ン
ト
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
）
が
順
に
各
一
時
間

の
講
義
を
担
当
。
豊
富
な
経

験
、
実
績
に
基
づ
く
貴
重
な

話
を
伺
え
る
機
会
と
あ
っ
て

聴
講
者
か
ら
は
次
々
と
質
問

の
手
が
挙
が
り
、
熱
気
あ
ふ

れ
る
講
義
と
な
っ
た
。

　
今
春
、
三
年
生
に
な
る
現

代
日
本
社
会
学
科
の
笠
井
万

由
美
さ
ん
は「『
人
生
の
中
で

自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
価

値
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て

仕
事
を
す
る
』
と
の
津
田
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
仕
事
は
最
終
ゴ
ー
ル
と

考
え
て
い
た
の
で
、『
仕
事
は

手
段
』
と
聞
い
て
少
し
気
持

ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と

語
り
、
同
じ
く
滝
川
綾
菜
さ

　
三
月
二
十
一
日
、
本
学
六
号
館
六
二
二
教
室
で
「
攻

め
の
社
会
人
養
成
講
座
　
特
別
集
中
講
座
」
が
開
催
さ

れ
、
現
代
日
本
社
会
学
科
の
学
生
を
中
心
に
お
よ
そ
百

名
が
聴
講
し
た
。

ん
は
「
ど
ん
な
状
況
で
も
探

究
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
企
業
に
と
っ
て
も
自
分

に
と
っ
て
も
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
私
も
そ
う
し
た
考

え
る
力
、
行
動
力
を
身
に
付

け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
刺

激
を
受
け
た
様
子
で
話
し
た
。

　
同
学
科
の
新
田
均
教
授
は

「
攻
め
の
社
会
人
と
は
、創
造

性
の
あ
る
人
と
解
釈
し
て
も

ら
っ
て
い
い
。
与
え
ら
れ
た

仕
事
を
た
だ
こ
な
す
の
で
は

な
く
、
新
し
い
働
き
方
や
課

題
を
自
ら
見
つ
け
、
実
行
に

移
す
主
体
性
あ
る
人
材
を
め

ざ
し
て
ほ
し
い
」
と
講
座
開

催
の
狙
い
を
語
る
。
同
様
の

講
座
は
今
後
も
継
続
し
て
実

施
さ
れ
る
予
定
だ
。

明
会
開
催
な
ど
採
用
情
報
解

禁
は
三
年
次
三
月
、
採
用
選

考
解
禁
は
四
年
次
八
月
に
変

更
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
昨
年
度
は

十
二
月
に
開
催
し
た
百
五
銀

行
と
の
連
携
事
業
に
よ
る

「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」

を
、
今
年
度
は
三
月
二
日
に

実
施
。
企
業
就
職
を
希
望
す

る
三
年
生
一
三
五
名
が
参
加

し
た
。

　
集
っ
た
十
九
社
は
い
ず
れ

も
三
重
県
下
に
本
社
・
事
業

所
を
置
く
優
良
企
業
で
、
食

品
、
製
造
、
住
宅
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
流
通
小
売
、
金
融
、

サ
ー
ビ
ス
等
と
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
・
業
態
の
企
業
が
揃
っ

た
。
説
明
会
で
は
宮
川
泰
夫

現
代
日
本
社
会
学
部
長
か
ら

の
挨
拶
の
後
、
学
生
は
そ
れ

ぞ
れ
関
心
の
あ
る
企
業
の
個

別
ブ
ー
ス
を
訪
問
。
三
十
分

間
の
説
明
を
一
区
切
り
と
し

て
、
入
替
制
に
よ
る
計
三
回

の
ブ
ー
ス
訪
問
を
行
っ
た
。

そ
の
後
は
六
十
分
間
の
フ
リ

ー
タ
イ
ム
と
な
り
、
こ
の
時

間
を
利
用
し
て
四
社
目
の
話

を
聞
い
た
り
、
同
じ
企
業
を

再
度
訪
れ
知
り
た
い
こ
と
を

質
問
す
る
な
ど
効
率
よ
く
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
た
。

　
学
生
か
ら
は
「
短
時
間
で

多
く
の
企
業
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
そ
の
企

業
で
働
い
て
い
る
方
と
直
接

話
を
し
た
こ
と
で
雰
囲
気
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
」「
今

ま
で
興
味
の
な
か
っ
た
業
界

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
視
野
が
広
が
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
ほ

か
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
就

活
学
生
の
生
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
」「
熱
心
に
聞
い

て
く
れ
る
学
生
が
多
く
参
加

し
て
よ
か
っ
た
」「
た
く
さ
ん

の
質
問
が
あ
り
手
ご
た
え
を

感
じ
た
」と
の
感
想
が
あ
り
、

両
者
に
と
っ
て
収
穫
の
多
い

一
日
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
本

学
で
は
今
後
も
連
携
協
定
を

積
極
的
に
活
用
し
、
学
生
の

就
職
活
動
を
全
面
的
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
。

興味のある企業ブースを効率
よく訪ね情報収集
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三
月
二
十
一
日
に
東
京
の
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
七

回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
・
女
子
団
体
戦
に
本
校
の
女
子

柔
道
部
が
初
出
場
。
同
部
は
創
部

全
国
大
会
へ
意
気
込
み

女
子
柔
道
部
・
剣
道
部

仲
間
と
の
絆
深
め
た
ス
キ
ー
研
修

　

武
道
と
競
技
と
の
両
立
が
課
題

剣
道
部　

和
田
吉
勝（
二
年
六
組
）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
つ

女
子
柔
道
部
主
将　

亀
川
真
代（
二
年
六
組
）

み
ん
な
の
気
持
ち
が
一つ
に

二
年
Ａ
組　

福
島
怜
奈

目
標
を
達
成
で
き
嬉
し
か
っ
た

二
年
Ｂ
組　

竹
詰
陽
菜
乃

　
女
子
柔
道
部
は
創
部
三
年
目
で

す
。
小
学
生
の
頃
か
ら
同
じ
道
場

で
共
に
稽
古
し
て
き
た
仲
な
の

で
、
ど
の
チ
ー
ム
よ
り
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
普
段
の
稽
古
で
は
基
礎
的
な
部

分
を
磨
い
た
り
、
試
合
を
想
定
し

た
乱
取
り
で
は
ど
う
や
っ
た
ら
相

手
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

　
私
た
ち
剣
道
部
は
剣
道
を
通
じ

て
人
間
形
成
を
図
り
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
る
こ
と
を
一

番
の
目
的
と
し
て
尾
上
先
生
、
田

中
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す
。
稽
古
中
、
最

も
意
識
す
る
の
が
「
基
本
を
外
れ

ず
、
試
合
を
想
定
し
た
中
で
ど
れ

か
、
常
に
考
え
な
が
ら
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
合
宿
で
は
県

外
の
強
い
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を

し
た
り
、
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
な
ど
多
く

の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
今
回
全
国
大
会
に
出

だ
け
集
中
し
て
や
り
切
れ
る
か
」

で
す
。
私
た
ち
の
年
代
は
ど
う
し

て
も
勝
つ
こ
と
を
一
番
に
考
え
て

し
ま
い
、
基
本
か
ら
外
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
剣
道
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
基
本
ば
か

り
に
と
ら
わ
れ
試
合
に
繋
が
ら
な

け
れ
ば
こ
れ
も
ま
た
意
味
が
あ
り

古
都
の
魅
力
を
満
喫

京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
総
合
学
習
の
総
仕
上
げ
と
し
て

全
一
年
生
三
五
五
名
が
参
加
す
る

京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
二
月

十
九
日・二
十
日
に
実
施
さ
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
平
安
神
宮
を
起
点
に

し
た
六
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

仁
和
寺
や
南
禅
寺
、
京
都
御
所
な

ど
の
寺
社
や
名
所
を
見
学
。
事
前

学
習
で
作
成
し
た
行
程
通
り
に
い

か
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
古
都
京
都
の

魅
力
を
満
喫
し
た
。
以
下
に
生
徒

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

◦
途
中
雨
が
降
っ
て
き
た
が
渡
月

橋
で
は
虹
が
見
ら
れ
、
結
果
オ

ー
ラ
イ
だ
っ
た
。

◦
移
動
に
思
っ
た
よ
り
時
間
が
か

か
り
、
集
合
時
間
に
遅
れ
て
し

ま
っ
た
。
次
か
ら
は
余
裕
を
も

っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
。

◦
人
力
車
が
走
っ
て
い
て
、
伊
勢

に
は
な
い
光
景
だ
と
思
っ
た
。

◦
歩
け
る
距
離
は
バ
ス
を
使
わ
ず

節
約
し
た
。
臨
機
応
変
に
対
応

し
た
の
で
見
学
時
間
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
。

◦
道
に
迷
っ
た
り
と
不
安
に
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
班
の
メ
ン

バ
ー
や
他
の
コ
ー
ス
の
人
と
協

力
し
て
集
合
時
間
に
遅
れ
る
こ

と
な
く
無
事
に
着
け
た
。

◦
龍
安
寺
で
は
ど
の
角
度
か
ら
で

も
十
五
個
の
石
が
同
時
に
見
え

な
い
と
い
う
庭
を
実
際
に
体
験

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。

◦
起
床
や
準
備
な
ど
早
め
に
行
動

し
た
の
で
時
間
を
有
効
に
使
え

て
良
か
っ
た
。

◦
移
動
中
、
班
の
子
と
い
っ
ぱ
い

話
を
し
た
の
で
前
よ
り
も
仲
良

く
な
れ
た
。

「
文
武
両
道
～
武
士
道
の
理
想
～
」

建
国
記
念
の
日
の
講
演

　
二
月
十
日
、
皇
學
館
高
校
・
中
学

校
の
生
徒
を
対
象
に
建
国
記
念
の
日

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
師
を
務
め

た
菅
野
覚
明
皇
學
館
大
学
教
授
は
文

武
両
道
や
武
士
道
の
本
来
の
意
味
を

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
解
説
。
生
徒

た
ち
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
な

表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。
以
下
に

生
徒
た
ち
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

◦
こ
れ
ま
で「
文
武
」を「
勉
強
と
運

動
」
と
い
う
意
味
で
と
ら
え
て
い

た
が
、先
生
の
話
を
聞
い
て「
文
」

は
芸
術
・
道
徳
な
ど
情
操
に
関
わ

る
能
力
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
。

◦
知
恵
や
学
問
は
「
武
」
に
、
や
さ

し
さ
や
想
像
力
は
「
文
」
に
あ
た

る
と
知
り
、
納
得
し
た
。

◦「
文
」の
有
る
無
し
が
武
勇
と
た
だ

の
暴
力
を
分
け
、
人
の
上
に
立
つ

人
ほ
ど
「
文
」
が
必
要
と
い
う
話

が
印
象
に
残
っ
た
。

◦「
花
の
中
に
は
温
か
い
心
が
詰
ま

っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
胸
に

響
い
た
。
私
も
そ
の
よ
う
に
誰
に

で
も
公
平
に
接
し
、
温
か
い
心
を

持
て
る
人

間
と
し
て

生
活
し
て

い
き
た
い
。

◦「
や
さ
し

さ
」と「
強

さ
」
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
思
想

こ
そ
が
武
士
道
と
い
う
話
が
勉
強

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず

に
僕
自
身
も
文
武
両
道
を
め
ざ
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

◦
昔
の
子
育
て
は
、
男
の
子
は
「
強

く
、や
さ
し
く
」、女
の
子
は
「
や

さ
し
く
、
か
し
こ
く
」
と
言
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
か
し
こ

く
と
い
う
の
は
頭
が
良
い
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
神
様
を
感
じ
ら

れ
る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。

◦
今
の
日
本
は
「
強
さ
」
が
失
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
強
さ
を

失
う
と
、「
や
さ
し
さ
」が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
道
徳
に
は
思
い
や

り
と
愛
情
、
そ
し
て
実
行
す
る
強

さ
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。

大
学
合
格
の
秘
訣
を
語
る

進
路
講
演

　
二
月
一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
二
年
生
四
十
三
名
が
長
野
県
・
白
樺
湖
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
ス
キ
ー
場

へ
赴
き
、
二
泊
三
日
の
研
修
を
行
っ
た
。
三
日
間
と
も
素
晴
ら
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
は
ス

キ
ー
実
習
は
も
ち
ろ
ん
、
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

参
加
者
全
員
、
体
調
不
良
も
な
く
無
事
解
散
式
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
っ
た
。

　
ス
キ
ー
研
修
を
通
し
て
学
年
全

体
が「
強
さ
」も「
や
さ
し
さ
」も
、

共
に
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
は
全
く
滑
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
班
の

み
ん
な
が
く
じ
け
そ
う
な
私
を
助

け
て
く
れ
強
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
に
は
た
く
さ
ん
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
最
終
日
に
は
ま
る
で
み
ん
な

　
楽
し
み
で
も
あ
り
、
不
安
で
も

あ
っ
た
ス
キ
ー
研
修
。
と
い
う
の

も
、
私
は
班
長
だ
っ
た
の
で
班
の

み
ん
な
を
上
手
く
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か

　
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
皇
學
館

高
等
学
校（
六
年
制
）の
先
輩
た
ち
に

よ
る
進
路
講
演
。
三
月
十
一
日
に
行

わ
れ
た
今
回
は
、
め
で
た
く
国
公
立

大
学
へ
の
合
格
を
決
め
た
先
輩
た
ち

の
中
か
ら
鈴
木
春は

る

風か

さ
ん
、
小
林
瑞み

ず

季き

さ
ん
、
大
畑
幸さ

ち

愛え

さ
ん
の
三
名
が

訪
れ
講
演
を
行
っ
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
何
よ
り
早
く
高
校
生

活
に
慣
れ
、
中
だ
る
み
を
抜
け
出
す

こ
と
、
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
参
加
し
情
報
を
直
に
知
る
こ
と

が
重
要
と
語
り
、
志
望
学
部
・
学
科

を
決
め
る
と
学
習
意
欲
が
湧
き
、
周

囲
の
仲
間
の
支
え
も
大
き
か
っ
た
と

語
っ
た
。
推
薦
入
試
で
志
望
校
合
格

を
勝
ち
取

っ
た
小
林

さ
ん
は
学

習
計
画
を

き
ち
ん
と

立
て
、
時

間
を
有
効

に
使
う
こ

と
を
心
が
け
た
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
習

慣
に
な
る
と
一
日
に
三
、
四
時
間
机

に
向
か
う
の
が
平
気
に
な
り
、
中
高

で
ク
ラ
ス
の
室
長
を
務
め
た
こ
と
も

人
間
的
に
成
長
す
る
機
会
に
な
っ
た

と
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
た
。
大
畑

さ
ん
は
ど
の
方
面
に
進
ん
で
も
い
い

よ
う
に
ど
の
科
目
も
ま
ん
べ
ん
な
く

勉
強
を
し
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は

解
説
を
何
度
も
読
み
込
ん
で
そ
の
日

の
う
ち
に
解
決
し
た
と
語
り
、
睡
眠

時
間
は
削
ら
ず
し
っ
か
り
確
保
す
る

ほ
う
が
効
率
的
だ
っ
た
と
話
し
た
。

　
講
演
後
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
次
々

と
質
問
が
出
て
、
刺
激
の
あ
る
講
演

と
な
っ
た
。

の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
滑
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
研
修
で
過
ご
し
た

素
敵
な
時
を
忘
れ
ず
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
、
今
後
の
学
校
生
活

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
互
い
に
助
け
合
え
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ら
で
す
。
で
も
、
実
際
に
行
っ
た

ら
そ
う
し
た
不
安
は
吹
き
飛
び
ま

し
た
。
み
ん
な
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
っ
て
い
ま

し
た
し
、
何
よ
り
も
滑
っ
て
い
て

気
持
ち
が
よ
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
初
め
て
の
ス
キ
ー
だ
っ
た
の

で
ビ
シ
バ
シ
基
礎
を
た
た
き
こ
ま

れ
て
つ
ら
く
感
じ
た
時
も
あ
っ
た

け
れ
ど
、
み
ん
な
で
班
の
目
標
を

達
成
で
き
た
と
き
は
小
躍
り
し
た

く
な
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
や
っ
と
ス
キ
ー
の
コ
ツ
を

つ
か
ん
だ
と
こ
ろ
で
研
修
が
終
わ

っ
た
の
で
、
あ
と
二
日
は
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

か
ら
わ
ず
か
三
年
で
三
重
県
代
表

の
座
を
射
止
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
剣
道
部
の
和
田
吉
勝
君

は
一
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
三
重
県

高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会
（
兼
第

二
十
四
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選

抜
大
会
予
選
会
）
個
人
の
部
で
優

勝
。
四
月
二
十
九
日
に
大
阪
市
中

央
体
育
館
で
開
か
れ
る
第
六
十
三

回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
大

会
に
先
鋒
と
し
て
出
場
す
る
。
左

に
女
子
柔
道
部
主
将
の
亀
川
真
代

さ
ん
、和
田
君
の
抱
負
を
掲
げ
る
。

場
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
保

護
者
の
方
々
や
先
輩
た
ち
な
ど
多

く
の
人
が
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
で
す
。
な
か
で
も
、
私
た
ち

の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く
れ
る

先
生
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
出
場
に
満
足
せ
ず
、
さ

ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。
こ
の
武
道
面
と
競
技
面

と
の
両
立
が
、
目
標
で
あ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
へ
向
け
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
す
。
ま
た
、「
発
声

の
大
き
さ
は
そ
の
人
間
の
器
の
大

き
さ
」
と
の
教
え
を
受
け
、
発
声

と
共
に
自
分
自
身
を
大
き
く
育
て

る
と
い
う
目
標
も
持
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
、

全
国
大
会
で
は
力
を
出
し
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

優勝トロフィーと賞状を手にする和田君

すぐ滑れるようになり、余裕のピース!

京都・平安神宮にて

左から、亀川さん、山本蘭さん、久野
美悠さん、五十子千紗さん
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学
内
奨
学
金
授
与

伊
勢
か
ら
世
界
へ
、世
界
か
ら
伊
勢
へ

第
二
回
「
伊
勢
」と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

　
西
洋
文
化
圏
で
日
本
学
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
等
に
神
道
や
そ
れ
に
関
係
す
る
伊
勢

の
歴
史
や
文
化
、民
俗
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
「
伊
勢
」と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
二
月
二
十
三
日
〜
三
月
十
三
日
の
間
、
本
学
を
拠
点
に
し
て
実
施
さ
れ
た
。

九
カ
国
か
ら
十
一
名
が
参
加

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
特
に
西

洋
圏
諸
国
と
の
間
に
お
い

て
、
国
際
交
流
活
動
を
拡
大

し
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
り
た
い

本
学
と
、
西
洋
圏
で
の
「
伊

勢
」
の
知
名
度
向
上
お
よ
び

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
伊

勢
市
が
連
携
し
て
、
昨
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
。
本
学
は
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
施
設
を
提
供

し
、
市
が
渡
航
や
滞
在
に
か

か
る
費
用
を
負
担
し
て
い
る
。

　
企
画
時
の
構
想
通
り
、
神

道
や
神
社
、
伊
勢
の
神
宮
を

焦
点
に
し
た
本
学
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の

国
々
で
日
本
の
歴
史
や
宗
教

を
学
ぶ
大
学
院
生
等
の
注
目

を
集
め
、
第
一
回
は
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学（
米
国
）や
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学（
英
国
）等
の
有

名
大
学
か
ら
七
カ
国
十
三

名
、
第
二
回
と
な
っ
た
今
回

は
キ
エ
フ
大
学
（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
）や
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学（
イ
ス

ラ
エ
ル
）
等
九
カ
国
か
ら
十

参
加
者
の
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
に

�

ア
ク
セ
ス
一
万
件
超

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
教
室
で

の
各
種
座
学
の
他
、
祭
式
行

事
作
法
等
の
体
験
型
学
習
、

神
宮
を
は
じ
め
、
朝
熊
山
・

二
見
・
河
崎
〜
古
市
街
道
・

大
湊
〜
神
社
等
を
訪
ね
る
フ

ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
見

て
、
学
ん
だ
内
容
を
個
人
の

ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発

信
す
る
こ
と
が
参
加
条
件
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
参
加

者
の
一
人
、
ヨ
ナ
タ
ン
・
ロ

ペ
ス
ベ
ラ
さ
ん（
ス
ペ
イ
ン
）

が
朝
熊
山
・
金
剛
證
寺
訪
問

後
に
神
仏
習
合
に
つ
い
て
ス

ペ
イ
ン
語
で
発
信
し
た
ペ
ー

ジ
に
は
一
万
件
を
超
え
る
ア

ク
セ
ス
が
記
録
さ
れ
、
そ
の

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。

　
三
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た

閉
講
式
で
は
、
現
在
留
学
す

る
東
京
大
学
か
ら
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
た
ポ
ー
ラ
・

カ
ー
テ
ィ
ス
さ
ん（
米
国
）が

「
日
本
の
中
近
世
史
を
研
究

し
て
お
り
、
今
回
見
学
し
た

河
崎
や
旧
御
師
・
丸
岡
宗
大

夫
邸
で
は
当
時
の
経
済
状
況

を
知
る
上
で
大
き
な
収
穫
が

●
●
●
●
●

教
職
員
人
事

●
給
付
奨
学
金（
十
万
円
）

国
文
学
科
三
年 

古
味
　
夏
実

教
育
学
科
三
年 

平
野
　
幾
也

現
代
日
本
社
会
学
科
三
年

 

羽
田
　
明
莉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年

 

藤
岡
　
史
奈

●
岡
田
奨
学
金（
十
万
円
）

国
史
学
科
四
年 

菅
野
　
慈
子

国
史
学
科
三
年 

梅
田
　
優
歩

現
代
日
本
社
会
学
科
二
年

 

岩
城
　
あ
い

修
士
課
程
教
育
学
専
攻
二
年
　

 

若
葉
　
京
良

博
士
後
期
課
程
神
道
学
専
攻
二
年

 

新
田
佳
恵
子

●
館
友
会
奨
学
金

�

（
十
万
円
）

神
道
学
科
三
年 

川
勝
　
吉
晃

国
文
学
科
三
年 

中
津
　
果
歩

平
成
二
十
六
年
度

奨
学
金
授
与
者

国
史
学
科
三
年 

中
　
　
恵
未

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年

 

上
野
　
優
太

教
育
学
科
三
年 

笹
ヶ
瀨
　
睦

現
代
日
本
社
会
学
科
三
年
　

 

出
口
　
雅
恵

●
慶
光
院
俊
奨
学
金

�

（
十
万
円
）

神
道
学
科
三
年 

山
田
怜
央
奈

●
安
部
奨
学
金（
十
万
円
）

神
道
学
科
三
年 

大
崎
　
　
歩

●
萼
の
会
教
育
奨
励
賞

�

（
図
書
カ
ー
ド
三
万
円
分
）

神
道
学
科
四
年 

大
谷
こ
ず
え

国
文
学
科
四
年 

奥
村
　
詩
織

国
史
学
科
四
年 

森
　
　
望
美

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年

 

松
田
　
明
子

教
育
学
科
四
年 

杉
山
　
恵
梨

教
育
学
科
四
年 

長
嶋
沙
都
子

現
代
日
本
社
会
学
科
四
年

 

柴
原
つ
ば
さ

神
道
学
科
三
年 

堀
内
　
徹
哉

国
文
学
科
三
年 

中
森
　
　
藍

国
史
学
科
三
年 

齋
藤
　
佳
祐

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年

 

中
西
　
由
美

◆
神
宮
特
別
奨
学
金

�

（
五
十
万
円
）

神
道
学
科
四
年 

奈
良
㟢
勝
彦

神
道
学
科
三
年 

橋
本
　
昌
幸

◆
神
社
本
庁
育
英
奨
学
金

�

（
三
十
万
円
）

神
道
学
科
四
年 

井
階
　
正
浩

神
道
学
科
三
年 

日
下
　
　
悠

神
道
学
科
三
年 

日
高
　
一
希

◆
敬
神
婦
人
連
合
会
奨
学
金

�

（
十
五
万
円
）

神
道
学
科
四
年 

渡
邉
　
真
悠

◆
伏
見
稲
荷
大
社
奨
学
金

�
（
十
二
万
円
）

神
道
学
科
四
年 
馬
岡
　
美
紀

◆
八
坂
神
社
奨
学
金

�

（
十
万
円
）

博
士
前
期
課
程
神
道
学
専
攻
二
年

 

川
上
　
典
大

学
外
奨
学
金
授
与

大　
　

学

 

退
　
職 

文
学
部
教
授 

池
田
　
久
代

文
学
部
教
授 

上
野
　
秀
治

文
学
部
教
授 

白
山
芳
太
郎

文
学
部
教
授 

安
江
　
和
宣

文
学
部
准
教
授 

三
品
　
理
絵

文
学
部
准
教
授 

前
田
　
至
剛

教
育
学
部
教
授 

市
川
　
千
秋

教
育
学
部
教
授 

田
口
　
鉄
久

教
育
学
部
教
授 

錦
　
か
よ
子

教
育
学
部
助
手 

加
藤
　
伊
子

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授

 

建
部
久
美
子

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授

 

宮
川
　
泰
夫

現
代
日
本
社
会
学
部
助
教

 

上
野
　
文
枝

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教

（
学
芸
員
） 

千
枝
　
大
志

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
　

 

山
口
　
剛
史

	

平
成
26
年
12
月
３0
日
付

学
生
支
援
部
教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
事
務
嘱
託
） 

上
森
　
敏
和

高

校

 

退
　
職 

高
等
学
校
教
諭 

田
中
　
克
征

高
等
学
校
教
諭 

戸
上
　
久
和

高
等
学
校
教
諭 

西
井
　
栄
治

高
等
学
校
教
諭 

木
塲
　
信
彦

	

平
成
26
年
９
月
３0
日
付

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

大
賀
　
清
史

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

中
山
麻
也
子

高
等
学
校
常
勤
講
師

 

東
　
　
悦
子

学
校
事
務
部
学
校
事
務
室
技
手

 

山
本
美
代
子

平
成
27
年
３
月
３1
日
付

あ
っ
た
。
皇
學
館
大
学
で
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
内
各

所
で
伊
勢
の
市
民
か
ら
様
々

な
も
て
な
し
を
受
け
た
。
地

域
の
歴
史
や
民
俗
を
後
世
に

伝
承
し
よ
う
と
奮
闘
す
る
人

人
の
姿
に
感
銘
を
受
け
た
」

と
語
っ
た
。
ま
た
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
中
に
は
の
べ
百
五
十

名
の
本
学
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー

が
留
学
生
等
と
交
流
し
、
主

に
課
外
で
の
各
種
支
援
活
動

を
行
っ
た
。
そ
の
一
人
、
東

海
希
美
さ
ん
（
教
育
学
部
一

年
）は「
常
に
留
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
刺
激
を
受
け
続
け
た

貴
重
な
三
週
間
で
あ
っ
た
。

彼
ら
か
ら
英
語
等
の
語
学
だ

け
で
な
く
、
日
本
や
伊
勢
の

こ
と
に
つ
い
て
教
わ
る
こ
と

が
多
く
、
自
国
の
こ
と
を
知

ら
な
く
て
は
真
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
に
な
れ
な
い
こ
と
を

学
ん
だ
」と
感
想
を
述
べ
た
。

教
育
学
科
三
年 

杉
本
　
紗
希

教
育
学
科
三
年 

山
本
　
琴
美

現
代
日
本
社
会
学
科
三
年

 

中
瀬
　
慎
也

神
道
学
科
二
年 

北
村
　
篤
識

国
文
学
科
二
年 

駒
谷
　
日
菜

国
史
学
科
二
年 
岸
田
　
玲
奈

一
名
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
昨
年

末
に
は
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
参
加
者
を

派
遣
す
る
ル
ー
ヴ

ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
（
ベ
ル
ギ

ー
）
日
本
研
究
所

の
ウ
ィ
リ
ー
・
ヴ

ァ
ン
ド
ゥ
ワ
ラ
教

授
が
本
学
を
表
敬

訪
問
す
る
等
、
日

本
に
つ
い
て
の
研

究
組
織
・
機
関
を

有
す
る
海
外
の
大
学
に
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
浸
透
し
つ
つ
あ

る
。

　
学
生
の
修
学
意
欲
の
向
上
及
び
優
秀
な
人
物
の
輩
出
を
目
的
に
、
神
社
界
を
は

じ
め
各
界
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
奨
学
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
六
年
度
は
四
十
六
名
一
団
体
に
授
与
さ
れ
た
。

教
員
免
許
状
更
新
講
習
の

ご
案
内�

今
年
も
２
会
場
で
開
講
し
ま
す

学
生
支
援
部
教
職
支
援
担
当

教
員
免
許
状
更
新
講
習
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ	

０
５
９
６
・
２
２
・
６
０
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ	

０
５
９
６
・
２
１
・
０
５
４
１

E-m
ail	kyosyoku@

kogakkan-u.ac.jp

受講対象の方は平成２８年及び２９年 ３ 月３１日に修了確認期限を迎え
る現職教員等の方です。

受付
期間

第一次 ６月１日㈪１6時〜４日㈭１５時まで（予定）
第二次 ６月８日㈪１6時〜１０日㈬１５時まで（予定）

受
講
対
象
者

平成２８年・２９年
３ 月３１日現在の年齢 生 年 月 日

満３５・３４歳 昭和５５年 ４ 月 ２ 日〜昭和５７年 ４ 月 １ 日

満４５・４４歳 昭和４５年 ４ 月 ２ 日〜昭和４７年 ４ 月 １ 日

満５５・５４歳 昭和３５年 ４ 月 ２ 日〜昭和３７年 ４ 月 １ 日

会場と開講スケジュール
必修領域１２時間は全教員、選択領域１８時間は養護教諭・栄養教諭
を除く全教員の方が対象です。

伊勢会場 皇學館大学 四日市会場 じばさん三重
伊　勢 四日市 講 習 内 容

必
修
領
域

８／１７㈪ ８／１８㈫
学校の内外における連携協力についての
理解・教育政策の動向についての理解
講師●大藪康雄、池田哲之（鹿児島女子短期大学教授）

８／１８㈫ ８／１９㈬ 教職についての省察・子どもの変化につい
ての理解� 講師●勝岡寛次、渡邉賢二

選
択
領
域

８／１９㈬ ８／２０㈭ 道徳教育・生徒指導
講師●石井昌浩（教育評論家・元国立市教育長）、松藤　司

８／２０㈭ ８／２１㈮
コース別講習
※20日と21日では内容及び講師が異なります。詳細は	
ホームページにてご確認ください。

８／２１㈮ ８／２２㈯ 伝統と文化の理解� 講師●岩崎正彌

講習の内容・お申込み方法などの詳細は本学HPをご参照ください。

http://www.kogakkan-u.ac.jp

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
二
年

 

辻
岡
夕
起
子

教
育
学
科
二
年 

鈴
木
　
瑚
都

教
育
学
科
二
年 

玉
置
は
る
な

現
代
日
本
社
会
学
科
二
年

 

野
口
　
翔
平

●
高
松
奨
励
賞（
五
万
円
）

 

雅
　
楽
　
部

問合せ先

【３月 9日】神社港でのフィールドスタディ

【2月25日】本学祭式教室で祭式行事作法を体験

皇 學 館 学 園 報（全学一体 第161号 合併号）（  ）　第55号  平成２7年3月31日7
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編
集
後
記

　
学
生
時
代
を
振
り
返
り
、
卒
業
生
か

ら
「
入
学
当
初
の
断
片
的
知
識
が
、
卒

論
で
一
つ
に
ま
と
ま
り
感
動
し
た
」「
知

識
の
詰
め
込
み
や
単
位
取
得
だ
け
の
勉

強
で
は
も
っ
た
い
な
い
。（
講
義
で
気
に

な
っ
た
こ
と
を
）自
ら
考
え
調
べ
、納
得

し
て
初
め
て
自
分
の
糧
に
な
る
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
従

来
の
講
義
型
の
授
業
と
は
一
線
を
画
す

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に

導
入
し
、
学
生
が
主
体
的
に
考
え
、
創

造
性
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
践
的
な
学

び
を
通
じ
て
社
会
有
為
の
人
材
を
育
て

て
参
り
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。�

【
企
画
部
】

「シンドバッドの大冒険〜こころのコンパスを信じて〜」

　
教
育
学
部
有
志
に
よ
る
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
二
月
二
十
一
・
二
十
二
日
に
本

学
記
念
講
堂
で
、
同
月
二
十
八
日
に
津
市
の
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。
演
目
は
「
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
の
大
冒
険
〜
こ
こ
ろ
の
コ
ン
パ
ス
を
信
じ

て
〜
」。
三
公
演
あ
わ
せ
約
二
千
八
百
名
の
観
客
は
、キ
ャ
ス
ト
を
は
じ
め
裏
方
と
し
て

舞
台
を
支
え
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
た
。

多
彩
な
音
楽
と
凝
っ
た
演
出
で
観
客
を
魅
了

身
を
も
っ
て
感
じ
た“
信
頼
の
大
切
さ
”

学
生
た
ち
の
熱
演
に
感
動

　
今
年
で
二
十
九
回
目
と
な

っ
た
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
演
目
は
「
シ
ン
ド
バ
ッ

ド
の
大
冒
険
〜
こ
こ
ろ
の
コ

ン
パ
ス
を
信
じ
て
〜
」。友
だ

ち
探
し
の
旅
に
出
た
エ
ミ
ー

ル
王
子
が
途
中
、
出
会
っ
た

シ
ン
ド
バ
ッ
ド
と
と
も
に
さ

ま
ざ
ま
な
冒
険
を
繰
り
広
げ

る
中
で
思
い
や
り
や
信
頼
の

大
切
さ
を
学
び
、
一
ま
わ
り

成
長
し
て
王
宮
に
帰
っ
て
く

る
物
語
だ
。
友
だ
ち
と
助
け

合
い
な
が
ら
困
難
に
立
ち
向

か
う
主
人
公
た
ち
の
姿
を
通

し
て
、“
仲
間
の
大
切
さ
”を

子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
で
ん
じ
ろ

う
先
生
の
実
験
で
お
な
じ
み

の
「
空
気
砲
」
を
登
場
さ
せ

る
な
ど
凝
っ
た
演
出
に
会
場

は
大
興
奮
。
さ
ら
に
、
演
歌

「
天
城
越
え
」や
ジ
ャ
ズ
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド・ナ
ン
バ
ー「
シ

ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」

ほ
か
、
童
謡
、
ジ
ブ
リ
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
な
ど
誰
も
が
一
度

は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
曲

が
随
所
に
使
わ
れ
、
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
め

る
舞
台
と
な
っ
た
。
会
場
か

ら
は
手
拍
子
や
拍
手
が
自
然

と
湧
き
起
こ
り
、
ど
の
観
客

も
生
歌
と
生
演
奏
の
魅
力
に

引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
教

育
学
部
の
学
生
有
志
約
百
名

が
参
加
し
た
。「
恩
師
で
あ
る

錦
か
よ
子
先
生
が
今
年
で
定

年
退
職
さ
れ
る
の
で
、
お
世

話
に
な
っ
た
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
僕
た
ち
の
晴
れ
舞

台
を
見
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
」
と
語
る
の
は
、
実
行
委

員
長
を
務
め
た
山
田
翔
平
君

だ
。
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る

に
あ
た
り
、
大
事
に
し
た
の

は
と
に
か
く
話
し
合
う
こ

と
。「
多
数
決
で
決
め
る
こ
と

は
し
た
く
な
か
っ
た
」
と
、

意
見
が
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
全

員
が
納
得
す
る
ま
で
時
間
を

か
け
て
と
こ
と
ん
話
し
合
い

を
重
ね
た
。
そ
の
過
程
で
、

仲
間
を
信
頼
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た

と
い
う
。「
細
か
い
指
示
を
出

さ
な
か
っ
た
の
は
、
み
ん
な

の
根
底
に
“
子
ど
も
が
大
好

き
”
と
い
う
思
い
が
あ
る
こ

と
を
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
。

い
ろ
ん
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア

　
公
演
最
終
日
の
二
月
二
十

八
日
、
津
の
三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
一
階

は
満
席
と
な
り
、
急
き
ょ
二

階
席
を
開
放
。
会
場
は
約
千

百
名
の
観
客
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。
伊
勢
公
演
と
同
様
、

来
場
者
は
学
生
た
ち
の
熱
気

あ
ふ
れ
る
舞
台
に
圧
倒
さ
れ

た
様
子
で
、
公
演
終
了
後
も

す
ぐ
に
席
を
立
つ
こ
と
な
く

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
や
山
田
君

の
最
後
の
挨
拶
に
じ
っ
く
り

と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　「
今
年
は
三
人
の
娘
と
友

人
家
族
と
で
来
ま
し
た
」
と

は
鈴
鹿
市
在
住
の
女
性
。
四

年
前
に
津
開
催
が
始
ま
っ
て

以
来
、
毎
年
観
に
来
て
い
る

と
い
う
。「『
天
城
越
え
』が
流

れ
た
時
は
小
学
二
年
の
娘
が

口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。
個

人
的
に
は
空
気
砲
を
実
際
に

見
ら
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た

で
す
ね
。
そ
れ
に
、
ス
ト
ー

リ
ー
や
歌
も
素
晴
ら
し
い
で

す
が
、
何
よ
り
学
生
さ
ん
の

熱
演
が
忘
れ
か
け
て
い
た
も

の
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る

っ
て
い
う
の
か
な
。
毎
回
、

勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
津
市
内
か
ら
や
っ
て
来
た

と
い
う
親
子
は
「
二
歳
半
の

娘
が
舞
台
が
終
わ
る
頃
に
は

一
人
で
手
拍
子
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。
娘
に
と
っ
て
今
回
が
初

め
て
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
最

後
ま
で
集
中
し
て
観
て
い

て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
た
。

　
会
場
外
の
広
場
で

は
キ
ャ
ス
ト
た
ち
と

一
緒
に
記
念
撮
影
を

し
た
り
、
労
い
の
言

葉
を
か
け
る
観
客
の

姿
も
。
学
生
た
ち
も

舞
台
が
無
事
成
功
を

お
さ
め
た
こ
と
に
感

無
量
の
様
子
で
、
笑

顔
と
泣
き
顔
が
入
り

混
じ
る
に
ぎ
や
か
な

お
見
送
り
と
な
っ
た
。

　
教
員
や
会
社
員
な
ど
春
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む

学
生
た
ち
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

教育学部卒業記念
ミュージカル

音の楽しさ伝えたミュージカル

も
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
。
準
備

に
か
け
た
こ
の
一
年
間
、
い

ろ
い
ろ
悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り

も
し
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
を

信
じ
、
自
分
た
ち
の
や
っ
て

き
た
こ
と
を
信
じ
て
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」。

カ
ル
で
得
た
仲
間
と
の
絆
、

感
動
、
達
成
感
は
今
後
の
人

生
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を

持
つ
に
違
い
な
い
。

　第 １回 通算３7４回	 ５月９日㈯
万葉集、旅の歌
  教授　大 島 信 生
現代を生きる我々は、観光や仕事関係の出張など
様々な目的で旅をします。では、万葉人の旅とはどの
ようなものだったのでしょうか。現代と違って様々な
困難が伴ったことは想像に難くありません。現存す
る我が国最古の歌集である万葉集には多くの旅の
歌が残されています。本講座ではそれらの歌を通し
て万葉人の心情に迫ってみたいと思います。

第 ２回 通算３75回	 ６月１3日㈯
『源氏物語』
光源氏の恋愛の世界を旅する
  准教授　中 川 照 将
『源氏物語』は、古典文学の中でも最も有名な作品
ですが、頻繁にその名を聞いたり目に触れる機会が
あるわりには、本作品がどのような物語であるか、全
体の内容については意外と知られていないのでは
ないでしょうか。本講座では、光源氏の恋愛に焦点
を当て、さまざまな女性たちとの恋の様相とその意味
について、解説していきます。

第 3回 通算３76回	 ７月４日㈯
平家物語を「馬」から読む
  教授　深 津 睦 夫
源平合戦の時代、馬は最も重要な武器の一つでし
た。武者は戦場において自らの命を託すことになる
馬を大切にし、また、優れた馬を求めました。「木の
下」「生

いけ

食
ずき

」「磨
する

墨
すみ

」「井
いの

上
うえ

黒
ぐろ

」など名馬をめぐるエピ
ソードを読み解くことによって、平家物語の面白さと、
物語に登場する武将たちの魅力を探っていきます。

第 ４回 通算３77回	 ９月５日㈯
旅人の文学　熊野街道を行く　
  教授　髙 倉 一 紀
江戸時代の紀行文『浜木綿日記』をしるべに、古の
熊野路を巡ります。「峻険」「奇絶」そして「絶景」、
当時の旅人の目にこの街道筋の風物はどう映った
のでしょうか。本年初めて活字化された新資料を読
み解き、江戸時代の旅に想いを馳せるひと時を演出
します。併せて、個性豊かな作者の人となりや近世
紀行文の楽しみ方もご紹介できればと思います。

第 ５回 通算３7８回	 １0月１0日㈯
文学を旅するには？
  准教授　岡 野 裕 行
「文学を旅する」とはどういうことでしょうか？　旅する
ためには事前にその準備が必要です。①どこへ、②
何を、③誰と、④どうやって見に行くのか、そして、情

報を⑤どこで入手し、⑥どこに残し、⑦誰に伝えるの
かなど、さまざまな点について考える必要がありま
す。特に近現代文学を対象としながら、「文学を旅す
る」ための方法について考えたいと思います。

第 ６回 通算３79回	 １１月２１日㈯
丘処機『西遊記』を読む

　チンギス・ハーンと会った道士　
  准教授　松 下 道 信
ユーラシアほぼ全域を手中に収めたモンゴル帝国。
その登場前夜、戦乱の中、中国からアフガニスタン
までチンギス・ハーンに会いに行った道士がいまし
た。これにより彼はかつてない道教の繁栄をもたらし
ます。本講座ではその記録である『西遊記』をもと
に、丘処機とチンギス・ハーンに会うまでの旅、そして
彼を取り巻く時代について紹介します。

第 ７回 通算３８0回	 １２月１２日㈯
跋文にみる蘇軾
  准教授　上小倉 一 志
中国北宋時代を代表する詩人であり、書の四大家
の一人としても後世に大きな影響を与えた蘇軾が、
書や文房四宝に関してどのような考え方を持ってい
たかを題跋の文章を見ながら考えて行きます。題跋
とは、書画作品等の巻末に鑑賞者がその作品と接
するに至った経緯や感想を記したものであり、事物
に対する様々な考え方を見ることが出来ます。

実行委員長の山田君

＂最高の仲間と最高の感動を＂を合言葉に、みんなで一から創り上げたミュージカル。その一体感、
高揚感が会場を包みこんだ

開場４5分前にもかかわらず、
すでに長蛇の列が

主人公のシンドバッドとともにハイチーズ!

「オリジナリティーあふれる舞台が作れたね」との錦先生
の言葉に、涙を流す学生たち

平成２７年度 皇學館大学 月例文化講座 各日とも�時間◦午後２時より
� 場所◦４号館 ４3１教室

年間テーマ

文学を旅する
担当◦国文学科

聴講料無料

イベント情報（4～6月）
4
月

 １１  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』（上巻）を読む「天と地のはじめ・イザナギ
の命とイザナミの命」　白山芳太郎（文学部教授）
 １８  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 古文書を読もう　大坂落城を伝える
細川忠興の書状　　岡野友彦（文学部教授）

 ２５  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　
「室生寺における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

５
月

  ９   土  月例文化講座  ４３1教室

万葉集、旅の歌　大島信生（文学部教授）
  ９   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』（上巻）を読む「列島誕生・神生み」
白山芳太郎（文学部教授）

 １６  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 記紀・風土記の「大きな神」「小さ
な神」　櫻井治男（文学部教授）
 ２３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　
「大和・長谷寺における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

 ２３  土  佐川記念神道博物館 教養講座  佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅱ「里山の成立
と人のくらし」　布谷知夫（三重県総合博物館館長）

６
月

  ６   土  研究開発推進センター史料編纂所古文書講座  佐川記念神道博物館会議室
古代文書を読む	遠藤慶太（研究開発推進センター准教授）
 １３  土  月例文化講座  ４３1教室

『源氏物語』光源氏の恋愛の世界を旅する
中川照将（文学部准教授）

 １３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』（上巻）を読む「イザナミの命の死・黄泉
国訪問」　白山芳太郎（文学部教授）
 ２０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 老子伝を読む
松下道信（文学部准教授）

 ２７  土  佐川記念神道博物館 教養講座  佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅱ「川喜田半泥子
と石水博物館　半泥子が三重にのこしたもの　」
龍泉寺由佳（石水博物館学芸員）

 ２７  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　
「信貴山における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認いただきます
ようお願い致します。
◉佐川記念神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着
順】。お問い合わせは（☎0５９６−２２−６４７１）へお願い致します。
◉研究開発推進センター史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申
込みが必要になります【先着順】。お問い合わせは（☎0５９６−２２−６４６２）へお
願い致します。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（70１２0−１0６−７１8）へお願い致します。

◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎0５９６−２２−8６3５）
へお願い致します。

皇 學 館 学 園 報（全学一体 第161号 合併号）平成２7年3月31日� 第55号　（� ）8
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平成26年度 活動報告

全学
一体

Activity Report of 2014

大
　
　
　
学

４
月

	

３
日	

◦
入
学
式

	

10
日	

◦
春
学
期
通
常
講
義
開
始

	

12
日	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
仁
徳
天
皇 

上
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

17
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

19
日	

◦
共
催
講
座 

１
日・短
期
講
習
会〈
は
じ
め
て
学
ぶ
道
教
〉松
下
信
道（
文
学
部
准
教
授
）

	

26
日	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教　
　

伊
勢
神
宮
の
遷
宮
〉
河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

10
日	

◦
月
例
文
化
講
座〈
暮
ら
し
の
な
か
の
神
々
〉
櫻
井
治
男（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
仁
徳
天
皇 

下
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

17
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
神
道
と
暦　

暦
の
歴
史
と
神
社　

〉 

木
村
徳
宏（
文
学
部
助
教
）

	
	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	
	

◦
萼
の
会
役
員
会

	

18
日	

◦
萼
の
会
総
会

	

22
日	

◦
学
友
会
・
役
員
会
、公
開
総
務
委
員
会

	

24
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座〈「
宣
長
」を
編
集
す
る
〉 

吉
田
悦
之（
本
居
宣
長
記
念
館
館
長
）

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
日
本
書
紀
を
読
む　

垂
仁
天
皇
紀　

〉 

大
島
信
生（
文
学
部
教
授
）

	

28
日	

◦
第
８
回
攻
め
の
社
会
人
養
成
講
座〈
無
限
の
可
能
性　

思
い
方
次
第　

〉 

安
藤
大
作（
株
式
会
社B

elieve

代
表
）

	

31
日	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教　
　

立
山
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

６
月

	

８
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

11
日	

◦
攻
め
の
社
会
人
養
成
講
座
ス
ペ
シ
ャ
ル〈
月
商
６
０
０
０
円
か
ら
の
成
功
術
〉 

山
下
貴
弘（
株
式
会
社
Ｒ
Ｅ
楽
Ｘ 

代
表
取
締
役
）

	

12
日	

◦
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
公
開
学
術
講
演
会	

〈
荷
田
春
満
と「
荷
田
派
」の
国
学
者
〉松
本
久
史（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）

	
	

◦
第
30
回
現
代
日
本
塾〈
現
代
日
本
に
お
け
る
自
衛
隊
の
役
割
〉 

木
戸
口
和
彦（
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
長
）

	

14
日	

◦
古
文
書
講
座〈
中
世
文
書
を
読
む 　
伊
勢
山
田
八
日
市
場
を
め
ぐ
る
古
文
書
Ⅱ　

〉 

千
枝
大
志（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
・
学
芸
員
）

	
	

◦
月
例
文
化
講
座〈
三
名
山（
富
士
山
・
白
山
・
立
山
）の
神
様
・
仏
様
〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
履
中
天
皇
〜
反
正
天
皇
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

17
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

20
日	

◦
神
道
学
科
・
神
道
学
会
共
催
講
演
会〈
こ
こ
ろ
の
問
題
と
宗
教
者
の
役
割
〜
曹
洞
宗

教
団
の
取
り
組
み
か
ら
〉
宇
野
全
智（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員
）

	

21
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
古
文
書
を
読
も
う　

淀
殿
の
自
筆
書
状　

〉 

岡
野
友
彦（
文
学
部
教
授
）

	

25
日	

◦
第
１
回『
人
源
輝
業
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

	

28
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座〈
進
撃
の
桑
名
市
博
物
館
〜
村
正・石
取
祭・伊
勢
一の
鳥
居
〜
〉 

杉
本
竜（
桑
名
市
博
物
館
学
芸
員
）

	
	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教　
　

三
井
寺（
園
城
寺
）に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

７
月

	

３
日	

◦
避
難
訓
練

	

５
日	

◦
月
例
文
化
講
座〈
神
様
に
奉
る
御
食
事　

鈴
鹿
家
所
蔵「
大
嘗
祭
神
饌
図
」　

〉 

加
茂
正
典（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
文
学
に
観
る
伊
勢
と
熊
野
〉 

半
田
美
永（
文
学
部
教
授
）

	

６
日	

◦
人
文
學
會
大
会

	
	

◦
寮
祭

	

12
日	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
允
恭
天
皇
」〉
白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
13
日

	

19
日	

◦
古
文
書
講
座〈
中
世
文
書
を
読
む 　
伊
勢
山
田
八
日
市
場
を
め
ぐ
る
古
文
書
Ⅱ　

〉 

千
枝
大
志（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
・
学
芸
員
）

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日・短
期
講
習
会〈
宮
崎
ア
ニ
メ
か
ら
神
道
を
考
え
る　

ゆ
る
や
か
に
つ

な
が
る
神
　々

〉
板
井
正
斉（
現
代
日
本
社
会
学
部
准
教
授
）

	

24
日	

◦
第
31
回
現
代
日
本
塾〈
障
が
い
者
の
支
援
に
携
わ
っ
て　

働
く
こ
と
、暮
ら
す
こ
と
、 

そ
し
て
生
き
る
こ
と　

〉
佐
藤
勝
則（「
ゼ
ノ
」ホ
ー
ム
そ
よ
か
ぜ
施
設
長
）

	

26
日	

◦
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

〈
古
代
の
祭
祀
と
伊
勢
神
宮
〉

	
	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教　
　

清
水
寺
と
地
主
神
社
〉
河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	

27
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ（
津
）

	
	

◦
夏
休
み
親
子
教
室〈
伊
勢
型
紙
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
あ
か
り
を
作
ろ
う
!
〉

	

30
日	

◦
春
学
期
通
常
講
義
終
了

８
月

	

２
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
万
葉
の
歌
人　

高
橋
虫
麻
呂　

〉 

大
島
信
生（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
ふ
る
さ
と
講
座〈
秘
ス
ト
リ
ア
名
張　

歴
史
の
道
と
川
の
流
れ
に　

〉 

櫻
井
治
男（
文
学
部
教
授
）

“
心
優
し
い
”学
風
が
受
け
継
が
れ
ん
こ
と
を

教
育
学
部
教
授
　
錦　

 

か 

よ 

子

神　

縁

文
学
部
教
授
　
上
野
秀
治

ご
恩
に
思
い
を
馳
せ
て

文
学
部
教
授
　
池
田
久
代

出
会
い
に
感
謝

文
学
部
教
授
　
白
山
芳
太
郎

十
年
間
の
愛
お
し
い
日
々

文
学
部
准
教
授
　
三
品
理
絵

1−2● 退任によせて
2● 平成26年度出版物、三重県私学大会表彰
3● 附置研トピックス� ◦神道研究所　◦佐川記念神道博物館

　	 ◦史料編纂所　◦館史編纂委員会

4● 皇學館の来歴
1−4● デキゴトロジー

退
任
に
よ
せ
て

　
こ
の
十
七
年
間
、
大
学
か
ら
頂
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
恩
に
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
す
。
名
張
の
社
会
福
祉
学
部

で
の
十
四
年
間
は
、
専
門
は
英
語
・

英
文
学
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
福
祉

を
め
ざ
す
学
生
に
寄
り
添
お
う
と
努

め
ま
し
た
。文
学
部
で
の
四
年
間
は
、

平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）、
東
日

本
大
震
災
の
年
に
入
学
し
た
学
生
の

担
任
と
な
り
、
文
字
通
り
文
学
部
一

年
生
と
し
て
初
々
し
い
気
持
ち
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
転
任
後
は
、
英
国
の
ケ
ン
ト
大
学

と
の
学
術
交
流
、
学
生
の
夏
季
英
語

研
修
の
引
率
な
ど
、
西
欧
圏
の
グ
ロ

　
皇
學
館
大
学
に
奉
職
し
て
三
十
六

年
間
、
長
き
に
わ
た
り
皆
様
方
に
大

変
お
世
話
に
な
り
、
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
三
十
数
年
前
私
立
大
学
の
史
学
科

を
出
て
、
歴
史
学
専
門
の
学
科
を
置

く
大
学
に
就
職
す
る
の
は
極
め
て
困

難
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
と
き
、
皇
學

館
大
学
に
奉
職
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
今
思
え
ば
伊
勢
神
宮
の
導
き

が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
我

が
家
で
使
用
し
て
き
た
私
の
「
印し

る
し
」

が「
檜ひ

の
き
」で
、私
が
生
ま
れ
た
と
き
に

北
白
川
房
子
神
宮
祭
主
か
ら
、
神
宮

の
檜
の
よ
う
に
す
く
す
く
育
つ
よ
う

に
と
の
意
を
込
め
て
付
け
ら
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。
神
宮
祭
主
や
大
宮
司

と
は
何
か
と
縁
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
伊
勢
の
地
で
教
育
・
研
究
を
す

る
こ
と
が
私
の
運
命
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
二
年
に
奉
職
し
、
三
十

八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
神
道
学
科
の

誕
生
し
た
年
か
ら
今
日
ま
で
、
最
初

の
三
年
は
助
手
で
し
た
が
、
一
期
生

が
四
年
の
時
に
卒
論
指
導
教
員
と
な

り
、
以
後
、
門
下
生
が
か
な
り
の
数

に
な
り
ま
す
。
神
社
界
そ
の
他
各
界

で
お
役
に
立
っ
て
い
る
の
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
、
神
道
学

科
の
先
生
方
が
開
い
て
く
れ
た
退
任

記
念
講
演
に
は
、
そ
れ
ら
門
下
生
や

現
役
の
皆
さ
ん
多
数
が
駈
け
つ
け
て

下
さ
り
、
大
変
な
感
謝
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
逆
に
、
つ
ら
か

っ
た
の
が
二
つ
の
震
災
で
し
た
。
阪

神
淡
路
で
は
、
交
通
が
遮
断
さ
れ
る

中
、
渡
船
と
徒
歩
で
、
神
戸
の
神
社

に
お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
。
東
日

　
皇
學
館
大
学
に
赴
任
し
て
十
年
目

の
二
〇
一
四
年
度
を
最
後
に
、
思
い

が
け
ず
こ
の
学
舎
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
粗
忽
で
未

熟
な
私
を
あ
た
た
か
く
支
え
て
下
さ

っ
た
皇
學
館
の
先
生
が
た
、
職
員
の

皆
様
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
多

く
の
学
生
諸
君
に
も
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。
美
し
い
自
然
豊
か
な
学

び
の
杜
で
の
十
年
間
は
、
私
に
と
っ

て
代
え
が
た
く
愛
お
し
い
日
々
で
し

た
。
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
私
の
教
員
生
活
の
最
後
の
五
年
間

を
皇
學
館
大
学
で
教
鞭
を
と
れ
た
こ

と
は
、
非
常
に
幸
せ
で
し
た
。
論
文

指
導
や
研
修
旅
行
で
の
ゼ
ミ
生
と
の

か
か
わ
り
は
、
濃
密
で
か
け
が
え
の

な
い
時
間
で
し
た
。
ま
た
、
教
育
学

部
四
年
生
有
志
に
よ
る
卒
業
記
念
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
指
導
は
、
何
よ
り
も

楽
し
い
も
の
で
し
た
。
指
導
と
い
っ

て
も
最
後
の
段
階
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
す
る
だ
け
の
も
の
で
し
た
が
、

平
成
26
年
度

デ
キ
ゴ
ト
ロ
ジ
ー
行
事
日
誌

本
の
震
災
で
は
、
教
え
子
た
ち
が
被

災
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
訪
ね

て
行
き
、
ま
た
、
被
害
に
あ
っ
た
教

え
子
を
講
演
に
招
い
て
実
情
を
話
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
支
援
し
て
い
る

人
と
支
援
さ
れ
て
い
る
人
と
が
次
々

に
神
道
学
科
で
結
び
つ
い
て
く
れ
ま

し
た
。
東
北
大
で
の
集
中
講
義
そ
の

他
、被
災
地
に
行
く
機
会
が
あ
る
と
、

残
っ
て
各
地
を
巡
り
ま
し
た
。
福
島

原
発
二
十
キ
ロ
の
飯
館
、
浪
江
、
小

高
区
、い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
も
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ

ん
が
、
本
当
の
意
味
で
の
復
興
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
り
ま
す
と
、
三

十
八
年
の
間
に
色
ん
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
触
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
思
い

出
を
作
っ
て
く
れ
た
学
生
た
ち
と
の

出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
。
先
生
た
ち

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

現
代
日
本
学
の
道
を
拓
い
て

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授（
学
部
長
）　
宮
川
泰
夫

　
次
元
を
超
え
た
二
つ
の
道
の
交
点

で
、
私
は
、
国
旗
、
校
旗
を
仰
ぎ
、

七
年
目
を
迎
え
た
。
こ
こ
で
、
倭
姫

宮
か
ら
、
御
幸
通
、
御
師
の
黒
門
を

経
、
神
宮
文
庫
、
神
道
博
物
館
に
至

る
神
の
道
と
、
徴
古
館
に
対
し
た
正

門
か
ら
記
念
館
を
経
、
流
の
戦
没
学

生
鎮
魂
碑
に
至
る
人
の
道
が
一
つ
に

な
る
。
記
念
館
は
、
戦
後
七
十
周
年

を
迎
え
、固
い
絆
の
石
彫
作
家
の
流
、

「
日
月
庵
」
揮
毫
の
千
宗
室
、上
杉
理

事
長
の
魂
、
官
立
と
私
立
の
絆
を
な

し
た
国
立
神
宮
皇
學
館
田
中
総
長
等

の
命
を
懸
け
た
学
び
の
道
の
源
泉
を

な
す
。
館
で
の
裏
千
家
の
淺
沼
教
授

の
茶
道
、
小
笠
原
宗
家
の
弓
馬
礼
法

は
、
学
舎
を
挟
み
、
道
場
で
の
植
芝

道
主
の
合
気
道
、
福
田
博
士
の
薙
刀

と
呼
応
し
、
体
現
教
育
で
、
実
践
的

日
本
学
の
問
題
解
決
力
を
高
め
た
。

こ
れ
が
、
課
題
解
明
の
総
合
科
学
的

日
本
学
を
統
合
し
、
独
創
的
現
代
日

本
学
を
、
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の

和
を
え
て
開
い
た
。
日
日
、
国
内
外

の
学
部
開
設
協
力
者
、
縁
者
に
深
謝

し
て
い
る
。

ー
バ
ル
化
推
進
の
仕
事
の
一
端
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
間

学
術
交
流
事
業
も
二
年
目
を
迎
え
、

昨
年
は
ケ
ン
ト
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
神
都
・
伊
勢
の
歴
史
と
文
化
」

を
開
催
し
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
仕

事
と
な
り
ま
し
た
。
皇
學
館
が
世
界

に
向
け
て
発
信
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

大
学
と
な
る
事
を
祈
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
去
る
に
あ
た
り
、
本
学
の
ご
発
展

と
皆
様
の
御
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
し
た
。

　
春
よ
り
は
十
年
ぶ
り
に
単
身
赴
任

を
解
消
し
て
故
郷
兵
庫
県
に
戻
り
、

甲
子
園
近
く
に
あ
る
武
庫
川
女
子
大

学
に
勤
務
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
得
た

多
く
の
出
会
い
と
新
た
な
出
会
い
と

を
自
分
な
り
に
繋
げ
て
い
く
べ
く
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
二
面
に
続
く
）

平
成
二
十
六
年
度
末
で
退
職
さ
れ

た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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２
日	

◦
ケ
ン
ト
大
学
夏
季
短
期
留
学
〜
29
日

	

７
日	

◦
夏
休
み
親
子
教
室〈
伊
勢
型
紙
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
あ
か
り
を
作
ろ
う
!
〉

	

８
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
４	

〈
失
わ
れ
つつ
あ
る
日
本
文
化
の
地
域
性
と
多
様
性
〉
外
山
秀
一（
文
学
部
教
授
）

	

９
日	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
安
康
天
皇
」〉
白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

17
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

19
日	

◦
教
員
免
許
状
更
新
講
習
〜
24
日

	

23
日	

◦
館
友
会
全
国
大
会（
高
山
）

	
	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
善
光
寺
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	

27
日	

◦
Ａ
Ｏ
入
試（
神
職
・
幼
教
）

	

28
日	

◦
Ａ
Ｏ
入
試（
一
般
）

	

30
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会
〜
31
日

９
月

	

６
日	

◦
月
例
文
化
講
座〈
日
本
昔
話
と
神
信
仰
〉
菅
野
覚
明（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会
〜
７
日

	

７
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
４
移
動
講
座〈
熊
野
の
伝
承
の
心
を
た
ど
る
〉 

橋
本
雅
之（
現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
）

	

８
日	

◦
大
学
院
入
試

	

９
日	

◦
専
攻
科
入
試

	

13
日	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
雄
略
天
皇
上
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

19
日	

◦
９
月
学
位
記
授
与
式（
卒
業
式
）

	
	

◦
９
月
入
学
式

	

20
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
日
本
人
と
祭
り　

高
山
彦
九
郎
の
生
涯　

〉 

岡
田
芳
幸（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
・
学
芸
員
）

	
	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
開
始

	

21
日	

◦
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
史
料
編
纂
所
公
開
講
座〈
奈
良
時
代
・
続
日
本
紀
〉

	

27
日	

◦
日
本
古
文
書
学
会
大
会
〜
29
日

10
月

	

２
日	

◦
第
９
回
立
志
塾〈
現
実
的
国
際
情
勢
と
日
本
人
の
使
命
〉 

田
尾
憲
男（
本
学
特
別
招
聘
教
授
）

	

４
日	

◦
月
例
文
化
講
座〈「
ま
つ
り
」と「
お
も
て
な
し
」の
心
〉
木
村
徳
宏（
文
学
部
助
教
）

	

11
日	

◦
古
文
書
講
座〈
近
世
文
書
を
読
む
〉
上
野
秀
治（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
雄
略
天
皇
下
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
春
日
大
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
大
学
院
入
試

	

15
日	

◦
初
穂
曳

	

16
日	

◦
第
32
回
現
代
日
本
塾〈
武
士
道
と
現
代
〉 

笠
谷
和
比
古（
本
学
非
常
勤
講
師
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部
教
授
）

	

17
日	

◦
神
嘗
祭
神
宮
参
拝

	

18
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
古
文
書
を
読
も
う　

秀
吉
を
諫
め
た
後
陽
成
天

皇
の
御
消
息　

〉
岡
野
友
彦（
文
学
部
教
授
）

	

25
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座〈
式
年
遷
宮
を
伝
え
る　

せ
ん
ぐ
う
館
の
試
み　

〉 

深
田
一
郎（
せ
ん
ぐ
う
館
学
芸
員
）

	
	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
神
護
寺
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	

26
日	

◦
第
15
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

31
日	

◦
倉
陵
祭
〜
11
月
２
日

	
	

◦
学
芸
員
課
程
実
習
生
卒
業
展
示
〜
11
月
29
日

11
月

	

１
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
万
葉
の
歌
人　

高
橋
虫
麻
呂
２　

〉 

大
島
信
生（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
保
護
者
対
象
就
職
説
明
会

	

５
日	

◦
第
２
回『
人
源
輝
業
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

	
	

◦
参
拝
見
学
・
山
室
山
参
拝

	

８
日	

◦
推
薦
入
試（
前
期
）
〜
９
日

	

13
日	

◦
史
學
會
研
究
発
表
会　
〈
飯
高
氏
の
研
究
〉
宗
林
孝
拓
／〈
紀
州
藩
奥
向
に
つい
て
〉 

小
竹
遥
／〈
吉
田
松
陰
の
教
育
思
想
に
つい
て
〉
長
瀬
瑞
貴	

（
３
名
と
も
に
本
学
大
学
院
国
史
学
専
攻
生
）

	
	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
講
演
会〈
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
と
電
気
事
業
〉 

勝
野
哲（
中
部
電
力
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
副
社
長
）

	
	

◦
第
５
回
現
代
日
本
学
会
記
念
講
演〈
川
面
か
ら
見
つ
め
る
ま
ち
づ
く
り
〜
鵜
匠
と
し

て
、大
学
職
員
と
し
て
〜
〉
江
崎
洋
子（
京
都
文
教
大
学
職
員
・
鵜
匠
）

	

15
日	

◦
月
例
文
化
講
座〈
正
直
と
浄
明
の
心
〉
白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
お
蔭
年
の
お
伊
勢
参
り
〉
岡
田
登（
文
学
部
教
授
）

	

17
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

20
日	

◦
学
友
会
公
開
総
務
委
員
会

	
	

◦
国
文
学
会
講
演
会〈
家
集
が
出
来
る
ま
で　

三
田
葆
光
著
・
黒
川
真
道
編『
櫨
紅
葉
』

を
通
し
て　

〉
武
井
和
人（
埼
玉
大
学 

教
養
学
部
教
授
）

	

22
日	

◦
古
文
書
講
座〈
近
世
文
書
を
読
む
〉
上
野
秀
治（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
四
天
王
寺
と
今
宮
戎
神
社
」〉
河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	

27
日	

◦
人
文
學
會 

第
93
回
研
究
例
会〈
古
文
書
の
英
訳
に
関
す
る
一
考
察 On the Translation of 

Old  Japanese Records info English

〉
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・メ
イ
ヨ
ー（
文
学
部
准
教
授
）

	

29
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座〈
現
代
に
生
き
る
海
女
文
化
〉石
原
義
剛（
海
の
博
物
館
館
長
）

	
	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
清
寧
〜
顕
宗
天
皇
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

12
月

	

１
日	

◦
第
４
回
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー〈
東
海
道
新
幹
線
五
十
周
年
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
〉 

葛
西
敬
之（
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
名
誉
会
長
・
本
学
特
別
招
聘
教
授
）

	

６
日	

◦
推
薦
入
試（
後
期
）
他

	

11
日	

◦
学
内
奨
学
金
授
与
式

創
成
期
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
　
建
部
久
美
子

福
祉
を
志
す
学
生
と
と
も
に

現
代
日
本
社
会
学
部
助
教
　
上
野
文
枝

す
べ
て
に
感
謝

高
等
学
校
教
諭
　
戸
上
久
和

倉
田
山
こ
そ
人
生
の
す
べ
て

高
等
学
校
教
諭
　
西
井
栄
治

自
分
を
信
じ
て
、人
生
に
花
を

高
等
学
校
教
諭
　
田
中
克
征

　
本
学
に
赴
任
し
た
の
は
、
平
成
十

年
に
社
会
福
祉
学
部
が
創
設
さ
れ
た

時
で
す
。
創
成
期
の
学
部
の
持
つ
意

気
高
ら
か
な
学
風
を
、
学
生
た
ち
も

教
職
員
た
ち
も
共
有
し
て
い
ま
し

　
平
成
十
九
年
四
月
に
赴
任
し
て
か

ら
八
年
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
名
張
学

舎
で
四
年
、
伊
勢
学
舎
で
四
年
、
社

会
福
祉
学
部
で
六
年
、
現
代
日
本
社

会
学
部
で
二
年
。
こ
の
間
、
福
祉
の

道
を
目
指
す
学
生
達
や
現
場
で
活
躍

す
る
卒
業
生
達
と
実
習
を
通
し
て
関

わ
り
、
印
象
深
い
出
会
い
を
沢
山
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
学
舎
で

は
共
通
科
目
を
担
当
し
、
文
学
部
や

教
育
学
部
の
学
生
と
も
出
会
う
機
会

を
得
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
皇
學

館
は
大
学
教
員
と
し
て
最
初
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
感
謝
し
、

ま
た
、
皇
學
館
の
更
な
る
ご
発
展
を

願
い
つ
つ
、
四
月
か
ら
神
奈
川
県
で

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
卒

業
生
が
母
校
を
訪
ね
る
よ
う
に
私
も

　
三
十
歳
の
時
か
ら
三
十
五
年
間
と

い
う
長
い
期
間
、ま
た
、色
々
な
事
が

　
四
十
三
年
間
の
教
員
生
活
の
う
ち

三
十
八
年
間
を
皇
學
館
高
校
で
過
ご

し
ま
し
た
。
高
校
・
大
学
も
こ
の
倉

田
山
、
教
職
を
志
し
、
教
壇
を
去
る

の
も
こ
の
倉
田
山
で
す
か
ら
、
い
わ

ば
倉
田
山
こ
そ
人
生
の
す
べ
て
で

す
。
初
代
西
山
徳
校
長
か
ら
す
べ
て

の
校
長
を
存
じ
て
い
る
最
後
の
世
代

　
こ
の
度
、
五
年
間
勤
め
た
皇
學
館

高
等
学
校
を
退
職
す
る
に
あ
た
り
、

在
校
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

す
。
そ
れ
は
、「
自
信
」に
つ
い
て
で

す
。
人
間
誰
で
も
苦
手
な
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
で
き
な
い
っ
て

誰
が
決
め
ま
し
た
か
。
な
れ
な
い
っ

て
誰
が
決
め
ま
し
た
か
。
自
分
の
人

生
は
自
分
で
決
め
て
い
ま
す
。
今
は

今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
り
た
い
自

分
に
な
る
た
め
に
、
楽
な
こ
と
ば
か

り
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
楽
し
い
こ
と

は
そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
の
で
、
最

後
ま
で
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ど

ん
な
夢
も
信
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
自
分
を
信
じ
て
、
明
日
を
信

第
五
十
回

三
重
県
私
学
大
会
表
彰

満
三
十
年

竹
内　
央　
山
本
智
子

満
二
十
年

吉
田
直
樹　
笠
原
正
嗣

吉
田
明
弘　
坂
本
昌
也

奥
山
英
樹　
平
賀
活
行

保
護
者

竹
内
久
仁
子
氏 

（
皇
學
館
中
学
校
保
護
者
会
会
長
）

清
水
久
美
子
氏（
同
会
副
会
長
）

廣　
耕
太
郎
氏 

（
皇
學
館
高
等
学
校
保
護
者
会
会
長
）

五
十
子　
智
氏（
同
会
副
会
長
）

優
良
生
徒

志
村
日
向（
皇
學
館
中
学
校
三
年
）

城　
貴
斗（
皇
學
館
高
等
学
校
三
年
）

大
畑
綾
音（
皇
學
館
高
等
学
校
三
年
）

あ
り
、
も
う
退
任
の
年
に
な
っ
た
の

か
？
と
着
任
が
昨
日
か
数
日
前
の
よ

う
な
感
じ
も
す
る
、
不
思
議
な
気
持

ち
で
す
。
こ
の
間
に
は
寮
が
無
く
な

り
、一
号
校
舎
が
建
て
替
え
ら
れ
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
場
が
作
ら
れ
、

た
。
創
設
当
時
の
名
張
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
山
を
切
り
開
い
た
後
の
草
木
が

ま
だ
育
た
な
い
風
景
で
し
た
。
私
自

身
の
学
生
時
代
も
学
部
創
設
期
で
あ

り
、
新
学
部
を
創
り
上
げ
る
意
義
を

学
生
と
と
も
に
強
く
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
代
を
経
て
伊
勢
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
り
、
歴
史
あ
る
本
学
の
姿

に
日
々
ふ
れ
、
時
空
を
超
え
て
古
き

に
近
づ
き
、
そ
し
て
未
来
を
語
る
時

を
学
生
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
本
学
の
学
生
は
、
歴
史
に
は
ぐ
く

ま
れ
、
伊
勢
の
地
に
包
ま
れ
、
学
生

を
想
う
教
職
員
と
と
も
に
在
り
、
素

晴
ら
し
い
学
び
の
時
を
得
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

で
し
ょ
う
。
時
代
は
変
転
し
て
も
、

皇
學
館
の
「
建
学
の
精
神
」
を
礎
に

生
徒
た
ち
の
人
格
形
成
を
い
か
に
図

る
か
、「
清
明
正
直
」を
日
常
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
い
か
に
具
現
化
し

身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
か
が
教
育
の

原
点
で
、
私
学
の
特
性
も
そ
こ
に
あ

る
と
考
え
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
史

の
授
業
は
、
細
か
な
知
識
よ
り
歴
史

好
き
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し

た
。
生
徒
の
反
応
か
ら
間
違
い
で
な

か
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

五
年
間
を
か
け
て
よ
う
や
く
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
私
の
思
い

描
く
素
晴
ら
し
い
舞
台
が
創
作
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
の

接
し
て
き
た
学
生
は
思
い
や
り
が
あ

り
、
と
て
も
心
優
し
い
。
こ
れ
は
個

人
の
資
質
ば
か
り
で
は
な
く
、
先
輩

か
ら
受
け
継
い
で
作
ら
れ
た
皇
學
館

大
学
の
特
質
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
い
だ

学
生
が
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

武
道
館
が
建
て
替
え
ら
れ
る
…
…
と

い
っ
た
大
き
な
事
業
が
あ
り
ま
し

た
。
修
学
旅
行
の
行
き
先
も
九
州
で

あ
っ
た
り
、
船
で
沖
縄
や
屋
久
島
を

訪
れ
た
り
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
時
、
授
業
が
終
わ
る
と
、

ト
コ
ト
コ
と
生
徒
が
教
壇
に
近
付
い

て
来
て
、「
私（
僕
）先
生
の
こ
と
知
っ

て
い
る
よ
!
」、「
な
ぜ
？
」、「
体
育
大

会
の
仮
装
で
、
先
生
が
○
○
に
な
っ

て
い
る
写
真
を
見
た
も
ん
」
と
言
わ

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
ね
る
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に

　
平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日
に
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
三
重
県
私
学
大
会
に
お
い
て
、
私
立
学
校
教
育
振
興
の
た
め
、

永
年
尽
力
さ
れ
た
功
績
者
、
保
護
者
及
び
優
良
生
徒
が
表
彰
さ
れ
た
。

本
学
関
係
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

れ
、
あ
っ
、
そ
う
そ
う
、
色
ん
な
仮

装
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
な
と
懐
か

し
く
想
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
や
は
り
三
十
五
年
間
は
長
い
よ
う

で
す
。
子
供
が
生
ま
れ
、
小
学
校
、

中
学
校
と
卒
業
し
、
今
や
私
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
か
ら
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
無
事
に
退
任
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

じ
て
、
人
生
に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
皇
學
館
高
校
、
教
員
、
そ
し
て
生

徒
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

平成2６年度

新刊書籍のご案内
平成２６年度に出版された新刊本のご紹介です。

講演叢書	 各B ６ 判・本体価格 ４７７円＋税

第１５５輯
天心・岡倉覚三とアメリカ 
　ポストモダンをみすえて　	
本学教授　池田 久代著

第１５６輯 社会情報と人づくり	
本学准教授　藤井 恭子著

第１５７輯 中国の茶文化について	
本学教授　張 磊著

第１５８輯 現代日本社会学部が目指すもの	
本学教授　新田 均著

第１５９輯 社会臨床とまちづくり	
本学教授　筒井 琢磨著

第１６０輯 正直と浄明の心	
本学教授　白山 芳太郎著

新刊書籍
神道学原論	
白山 芳太郎著

A ５判 ２１５頁	
本体
価格	1,852円＋税

日本民族の基層信仰「神道」の神学究明と取り組
んだ書。民族が築いた文化を総合的に把握し、その
上で民族の基層信仰の理論体系のもととなるもの
に接近しようとしている。

日本礼法論 序説	
岩崎 正彌著

A ５判 １５８頁	
本体
価格	1,260円＋税

日本の礼法こそ、日本人を日本人たらしめてきた行
動規範の精神的な源泉であった。今こそ正しい歴
史観・国家観に基づいた日本の礼法の復興が必要
と思われる（梗概より）。

社会調査の基礎と実践	
関根 薫・藤井 恭子著

A ５判 １２２頁	
本体
価格	1,102円＋税

社会調査を学ぶ人を対象に、調査の企画からデー
タ分析、報告書作成までの一連の基本的プロセス
を具体的かつ分かり易く解説している。

神道の多面的価値 　地域
神社と宗教研究・福祉文化　	
櫻井 治男著

新書判 ３０６頁	
本体
価格	996円＋税

長年、地域神社・祭礼行事の調査研究にたずさわっ
てきた著者による、神道と福祉の接点を地域文化の
観点から捉えた諸論を収載。神道のもつ多様な姿
がやさしく説かれている。

ご注文の際は下記へ
お電話またはFAXにてご連絡ください。
皇學館大学出版部	 TEL・FAX 0596-22-6３20
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�

高
　
　
校

４
月

	

８
日	

◦
始
業
式

	

９
日	

◦
入
学
式

	

10
日	

◦
対
面
式
・
１
年
生
神
宮
参
拝

	
	

◦
１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン	

〜
15
日

	

11
日	

◦
１
年
生
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

	

23
日	

◦
遠
足

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

10
日	

◦
第
１
回
公
開
授
業

	
	

◦
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会

	

14
日	

◦
中
間
考
査
〜
17
日

	

17
日	

◦
校
友
会
総
会

	
	

◦
３
年
生
保
護
者
進
学
説
明
会

中
　
　
学

４
月

	

７
日	

◦
始
業
式

	

８
日	

◦
入
学
式

	

９
日	

◦
対
面
式

	
	

◦
１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン	

〜
11
日

	

18
日	

◦
第
１
回
実
力
テ
ス
ト

	

22
日	

◦
３
年
生
全
国
学
力
調
査

	

23
日	

◦
新
入
生
歓
迎
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

２
日	

◦
総
合
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

	

10
日	

◦
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会

	

13
日	

◦
２
年
生
授
業
参
観

	

14
日	

◦
３
年
生
授
業
参
観

	

15
日	

◦
１
年
生
授
業
参
観

	

13
日	

◦
月
例
文
化
講
座〈
宮
中
の
ま
つ
り
・
伊
勢
神
宮
の
ま
つ
り
〉
松
本
丘（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
仁
賢
〜
宣
化
天
皇
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

14
日	

◦
皇
學
館
大
学
・
三
重
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム〈
聖
地
熊
野　

そ
の
祈
り　

〉

	

17
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

20
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
神
道
の
作
法
と
有
職　

笏
の
話　

〉 

木
村
徳
宏（
文
学
部
助
教
）

	

22
日	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
閉
講

	

27
日	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
大
鳥
神
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

１
月

	

７
日	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
再
開

	

８
日	

◦
学
長
年
頭
講
話
・
学
内
成
人
式

	

10
日	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
欽
明
天
皇
」〉
白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

13
日	

◦
月
例
神
宮
参
拝

	

15
日	

◦
伊
勢
学
・
鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
講
義

	

17
日	

◦
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
〜
18
日

	

23
日	

◦
史
學
會
講
演
会〈
伊
勢
の
大
神
宮
と
東
大
寺
大
仏
造
立
〉
岡
田
登（
文
学
部
教
授
）

	

24
日	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
上
野
・
寛
永
寺
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
萼
の
会
役
員
会

	

29
日	

◦
一
般
前
期
入
試
〜
31
日

２
月

	

２
日	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
終
了

	

５
日	

◦
第
10
回
立
志
塾〈
こ
れ
か
ら
の
日
本
〜
少
子
高
齢
多
死
社
会
を
ど
う
生
き
る
か
〜
〉 

田
尾
憲
男（
本
学
特
別
招
聘
教
授
）

	

７
日	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
戸
隠
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	

11
日	

◦
建
国
記
念
の
日
・
神
宮
参
拝

	
	

◦
出
寮
式

	

14
日	

◦
専
攻
科
入
試

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
日
本
書
紀
を
読
む　

景
行
天
皇
紀　

〉 

大
島
信
生（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
ふ
る
さ
と
講
座〈
名
張
の
言
語
調
査
〉
齋
藤
平（
文
学
部
教
授
）

	

21
日	

◦
４
教
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル〈
シ
ン
ド
バッ
ド
の
大
冒
険
!
〜
こ
こ
ろ
の
コ
ン
パ
ス
を

信
じ
て
〜
〉
伊
勢
公
演
〜
22
日

	
	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
敏
達
天
皇
」〉
白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

22
日	

◦
フ
ィ
リ
ピ
ン
短
期
語
学
研
修
〜
３
月
21
日

	

23
日	

◦「
伊
勢
」と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
３
月
13
日

	

27
日	

◦
一
般
中
期
入
試

	

28
日	

◦
大
学
院
入
試

	
	

◦
４
教
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル〈
シ
ン
ド
バッ
ド
の
大
冒
険
!
〜
こ
こ
ろ
の
コ
ン
パ
ス
を

信
じ
て
〜
〉
津
公
演

	
	

◦
マ
レ
ー
シ
ア
短
期
語
学
研
修
〜
３
月
28
日

	
	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
神
道
こ
と
は
じ
め
〉 

岡
田
芳
幸（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
・
学
芸
員
）

３
月

	

２
日	

◦
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
中
国
）
〜
８
日

	
	

◦
学
内
企
業
説
明
会

	

７
日	

◦
共
催
講
座 

１
日
・
短
期
講
習
会〈
原
文
で
読
む『
日
本
書
紀
』神
代
巻
〉 

松
本
丘（
文
学
部
教
授
）

	

10
日	

◦
一
般
後
期
入
試

	

14
日	

◦
共
催
講
座〈『
古
事
記
』を
読
む（
下
巻
）「
用
明
〜
推
古
天
皇
」〉 

白
山
芳
太
郎（
文
学
部
教
授
）

	

18
日	

◦
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式（
卒
業
式
）

	

21
日	

◦
攻
め
の
社
会
人
養
成
講
座
・
特
別
集
中
講
座〈
最
高
の
就
職
の
た
め
に
、い
ま
何
を
す

べ
き
か
〉
津
田
栄（
経
済
・
金
融
ア
ナ
リ
ス
ト
、危
機
管
理
学
総
研
理
事
）・
影
山
俊
佑（
富

士
通
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
販
社
・
パ
ー
ト
ナ
ー
営
業
部
戦
略
グ
ル
ー
プ
勤
務
）・
鹿
島
洋
介

（
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
所
属
）・
吉
野
誉
志
朗（
キ
ー
エ
ン
ス
株
式
会
社
勤
務
）・

河
野
丈
博（
ガ
ー
ト
ナ
ー
日
本
法
人
ベ
ン
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
勤
務
）

	

28
日	

◦
共
催
講
座〈
神
道
と
仏
教「
当
麻
寺
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」〉 

河
野
訓（
文
学
部
教
授
）

	
	

◦
入
寮
式

	

31
日	

◦
新
入
生
登
学
日

「
国
学
」と
は
何
か
　
　
公
開
学
術
講
演
会
を
開
催

祭
祀
を
通
し
て
神
宮
の
実
像
に
迫
る
　
　
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

『
続
日
本
紀
史
料
』全
巻
完
結
を
記
念
し

奈
良
時
代
を
テ
ー
マ
に
講
義
　
　
公
開
講
座
を
実
施

『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』全
五
冊
が
完
結

学
芸
員
が
語
る
三
重
の
文
化
と
魅
力
　
　
教
養
講
座

「
夏
休
み
親
子
教
室
」に

一
六
二
名
が
参
加

神
道
研
究
所

史
料
編
纂
所

館
史
編
纂
委
員
会

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

附
置
研
ト
ピ
ッ
ク
ス
平
成
二
十
五
年
四
月
に
発
足
し
て
以
来
、
地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
さ
ら
な
る

期
待
が
か
か
る「
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
」。
平
成
二
十
六
年
度
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
松
本
久
史
國
學
院
大
學
准
教
授
に

よ
る
公
開
学
術
講
演
会
「
荷
田
春
満

と『
荷
田
派
』の
国
学
者
」
が
、
平
成

二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
六
月
十
二

日
、
本
学
四
号
館
四
三
一
教
室
で
開

催
さ
れ
、
九
十
六
人
が
参
加
し
た
。

　
松
本
氏
は
、「
創
学
校
啓
」の
再
検

討
の
必
要
性
と
、「
国
学
」と
い
う
学

問
自
体
が
、
総
合
学
で
あ
り
、
学
統

も
複
線
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
講
じ
ら
れ
た
。

　
そ
の
内
容
は
、『
皇
學
館
大
学
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
二
号

に
収
録
予
定
。

　
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代

の
祭
祀
と
伊
勢
神
宮
」が
、平
成
二
十

六
年（
二
〇
一
四
）七
月
二
十
六
日
、

本
学
四
号
館
四
三
一
教
室
で
開
催
さ

　
昨
年
度
か
ら
内
容
を
刷
新
し
た
史

料
編
纂
所
公
開
講
座
。今
年
度
は『
続

日
本
紀
史
料
』全
巻
完
結
を
記
念
し
、

続
日
本
紀
や
同
書
が
扱
う
奈
良
時
代

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
っ
た
（
九
月

二
十
一
日
開
催
）。ゲ
ス
ト
講
師
に
は

伊
勢
出
身
で
岐
阜
大
学
教
育
学
部
教

授
の
早
川
万
年
先
生
を
お
招
き
し
、

伊
勢
・
志
摩
地
方
の
古
代
史
料
に
つ

い
て
興
味
深
い
お
話
を
伺
っ
た
。
ま

た
、
長
ら
く
同
書
の
編
纂
に
携
わ
っ

て
き
た
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の

荊
木
美
行
副
セ
ン
タ
ー
長
が
、
同
書

の
完
成
に
至
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
同
書
が
今

後
の
研
究
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
く
べ
き
か
を
語
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
は
、「
学
芸
員
が

語
る
三
重
の
文
化
と
魅
力
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
左
記
の
四
回
を
実
施
し

た
。

【
第
一
回
】
五
月
二
十
四
日五

十
九
名
受
講

「『
宣
長
』を
編
集
す
る
」

講
師
　
吉
田
悦
之
先
生

本
居
宣
長
記
念
館
館
長

【
第
二
回
】
六
月
二
十
八
日

�

三
十
七
名
受
講

「
進
撃
の
桑
名
市
博
物
館
〜
村
正
・

石
取
祭
・
伊
勢
一
の
鳥
居
〜
」

講
師
　
杉
本　
竜
先
生

桑
名
市
博
物
館
学
芸
員

【
第
三
回
】
十
月
二
十
五
日

�

四
十
二
名
受
講

「
式
年
遷
宮
を
伝
え
る�

　
せ
ん
ぐ
う

　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
、『
皇
學
館

大
學
百
三
十
年
史　
年
表
篇
・
写
真

篇
』
を
刊
行
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、

皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再

興
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
館

史
編
纂
事
業
が
終
了
し
た
。

　
以
上
、
全
五
冊
（
い
ず
れ
も
Ａ
５

判・布
装・函
入
）、総
頁
数
六
〇
九
四

頁
を
数
え
る
。

　
当
初
の
計
画
で
は
こ
の
他
に
、
再

興
後
五
十
年
を
、
大
学
の
各
学
部
学

科
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専
攻
科
・

高
等
学
校
・
中
学
校
に
関
し
て
詳
述

す
る
「
各
説
篇
」
を
予
定
し
て
い
た

が
、
刊
行
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
そ
の
分
、「
資
料
篇
三
」「
年

表
篇・写
真
篇
」の
頁
数
を
予
定
よ
り

増
加
し
補
充
し
た
。
皇
學
館
高
等
学

校・中
学
校
に
つ
い
て
は
、本
書
と
別

に
高
等
学
校
・
中
学
校
の
編
に
な
る

『
皇
學
館
中
学
校
三
十
五・高
等
学
校

五
十
周
年
掌
史
』（
Ａ
５
変
形
判
、一

七
三
頁
）が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年

史
』は
出
版
部
に
て
販
売
し
て
い
る
。

　
長
ら
く
ご
支
援
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
学
内
外
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
お
問
い
合
わ
せ
先

　
出
版
部

　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
６
３
２
０

れ
、
九
十
三
人
が
参
加
し
た
。

　
「
律
令
国
家
と
伊
勢
神
宮
の
祭
祀

を
再
検
討
し
、
神
宮
に
継
承
さ
れ
て

き
た
学
問
と
伝
統
を
基
盤
に
、
歴
史

や
文
化
と
深
く
関
わ
る
祭
祀
や
行
事

を
考
察
し
て
、
朝
廷
・
神
宮
の
実
像

に
迫
る
」
こ
と
が
趣
旨
で
あ
っ
た
。

発
題
者
等
は
以
下
の
通
り
。

　
発
題
＝
岡
田
莊
司
氏
（
國
學
院
大

學
教
授
）「
古
代
祭
祀
論
の
基
調
」、

加
茂
正
典
氏（
本
学
教
授・共
同
研
究

員
）「「
延
暦
儀
式
帳
」考
」、
藤
森
馨

氏（
国
士
舘
大
学
教
授
）「
古
代
に
お

け
る
内
外
両
宮
の
祭
祀
構
造　
年
中

行
事
も
視
野
に
入
れ
て　
」、斎
藤
英

　
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
で
は
神
宮

徴
古
館
・
農
業
館
と
共
催
で
体
験
学

テーマ 学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅱ
第 1回　	 5月23日㈯
里山の成立と人のくらし
講師●三重県総合博物館館長　布 谷 知 夫先生

第 2回　	 ６月27日㈯
川喜田半泥子と石水博物館

　半泥子が三重にのこしたもの　
講師●石水博物館学芸員　龍泉寺 由 佳先生

第 3回　	 10月24日㈯
産業振興と博物館
講師●真珠博物館館長　松 月 清 郎先生

第 4回　	 11月28日㈯
１ 時間で巡る亀山市の歴史旅行

　古文書・古記録・絵図との出会い　
講師●亀山市歴史博物館館長　小 林 秀 樹先生

料金無料時間●午後 2：00〜
会場●皇學館大学� 佐川記念神道博物館講義室
定員●各60名（定員になり次第締め切ります）

平成2７年度 教養講座のご案内

申込方法
電話またはご来館の上、直接お申し込み下さい
皇學館大学 佐川記念神道博物館	☎0596-22-6４７1

　
な
お
、
地
元
の
一
般
市
民
に
根
強

い
人
気
の
古
文
書
講
座
も
今
年
度
は

四
回
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中

世
文
書
の
部
で
は
佐
川
記
念
神
道
博

物
館
学
芸
員
の
千
枝
大
志
助
教
が
、

昨
年
に
つ
づ
き
、
史
料
編
纂
所
所
蔵

の
大
主
家
文
書
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
御
師
と
伊
勢
の
関
係
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

　
ま
た
、
近
世
文
書
の
部
で
は
上
野

秀
治
文
学
部
教
授
が
江
戸
時
代
の
大

名
に
か
か
わ
る
文
書
を
取
り
上
げ
、

大
名
制
度
を
専
門
と
さ
れ
る
自
身
の

研
究
の
一
端
を
披
露
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
講
演
も
、
一
通
の
文
書

を
丁
寧
に
解
説
し
つ
つ
、
文
書
か
ら

読
み
取
れ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
く
だ
さ
る
と
一
般
の
受
講

生
に
も
好
評
を
博
し
た
。
両
先
生
に

は
時
間
の
関
係
で
年
二
回
の
講
義
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
熱
心
な
聴
講

者
か
ら
は「
毎
月
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

喜
氏（
佛
教
大
学
教
授
）「
大
神
宮
助

け
さ
せ
た
ま
へ　
平
安
時
代
の
ア
マ

テ
ラ
ス
の
変
貌　
」、コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
＝
岡
田
登
氏（
本
学
教
授・共
同
研

究
員
）、
司
会
＝
山
口
剛
史
氏（
本
学

助
教
）。

　
そ
の
内
容
は
、『
皇
學
館
大
学
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
二
号

に
収
録
予
定
。

館
の
試
み
　
」

講
師
　
深
田
一
郎
先
生

せ
ん
ぐ
う
館
学
芸
員

【
第
四
回
】
十
一
月
二
十
九
日

三
十
八
名
受
講

「
現
代
に
生
き
る
海
女
文
化
」

講
師
　
石
原
義
剛
先
生

海
の
博
物
館
館
長

習
「
伊
勢
型
紙
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
あ
か
り
を

作
ろ
う
!
」
を
平
成
二
十
六
年
七
月

二
十
七
日
、
八
月
七
日
の
二
回
、
当

館
一
階
講
義
室
を
会
場
に
開
催
。
二

日
間
で
計
一
六
二
名
の
親
子
が
参
加

し
、
あ
か
り
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
開
か
れ
る

本
講
座
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
郷

土
文
化
に
関
す
る
体
験
を
通
し
て
日

本
人
の
感
性
や
心
を
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
目
的
。
毎
年
多
数
の
親
子
が

参
加
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。
今

年
の
題
材
と
な
っ
た
伊
勢
型
紙
は
鈴

鹿
市
の
白
子
・
寺
家
を
中
心
と
し
た

地
域
で
千
年
余
り
に
わ
た
っ
て
栄
え

た
伝
統
工
芸
。
詳
細
は
皇
學
館
学
園

報
第
五
十
一
号
〈
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
日
発
行
〉
を
参
照
。
な
お
、

今
年
度
は
「
真
珠
貝
で
は
り
絵
ア
ー

ト
」
を
七
月
二
十
六
日（
日
）・
八
月

七
日（
金
）に
開
催
す
る
予
定
だ
。

総
説
篇

一
〇
八
四
頁 

平
成
二
十
四
年
四
月

資
料
篇
一
一
一
九
二
頁 

平
成
二
十
五
年
三
月

資
料
篇
二
一
三
四
八
頁 

平
成
二
十
六
年
三
月

資
料
篇
三
一
五
九
四
頁 

平
成
二
十
六
年
三
月

年
表
篇
・

写
真
篇
八
七
六
頁 

平
成
二
十
六
年
十
二
月

集中して制作に取り組む親子
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26
日	

◦
教
育
実
習
〜
６
月
７
日

	

30
日	

◦
県
総
体
〜
６
月
１
日

６
月

	

７
日	

◦
１
・
２
年
生
保
護
者
対
象
進
学
説
明
会

	

17
日	

◦
月
次
祭（
神
宮
参
拝
）

	

21
日	

◦
東
海
総
体
〜
22
日

７
月

	

１
日	

◦
期
末
考
査
〜
５
日

	

５
日	

◦
校
友
会
立
会
演
説
会

	

10
日	

◦
人
権
学
習
Ⅰ

	

15
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
〜
16
日

	

17
日	

◦
保
護
者
懇
談
〜
18
日

	

19
日	

◦
終
業
式

	

21
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
８
月
31
日

	
	

◦
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修	

〜
８
月
３
日

	

27
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ（
津
）

８
月

	

23
日	

◦
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

31
日	

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
Ⅰ

　
９
月

	

１
日	

◦
始
業
式

	
	

◦
地
震
避
難
訓
練

	

2
日	

◦
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト（
1
・
2
年
）

	

18
日	

◦
皇
高
祭
〜
19
日

	

25
日	

◦
体
育
大
会

10
月

	

７
日	

◦
修
学
旅
行
〜
10
日

	

17
日	

◦
神
嘗
祭

	

18
日	

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
Ⅱ

	
	

◦
三
重
県
私
学
大
会

	

21
日	

◦
中
間
考
査
〜
24
日

	

30
日	

◦
父
母
の
日（
謹
書
）　　
　
　
　
　
　

11
月

	

11
日	

◦
第
２
回
公
開
授
業

	

15
日	

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
Ⅲ

12
月

	

２
日	

◦
期
末
・
卒
業
考
査
〜
６
日

	

16
日	

◦
人
権
学
習
Ⅱ

	

17
日	

◦
月
次
祭（
神
宮
参
拝
）

	

19
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
20
日

	

22
日	

◦
武
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

	

24
日	

◦
終
業
式

	

25
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
7
日

１
月

	

８
日	

◦
始
業
式
・
火
災
避
難
訓
練

	

17
日	

◦
セ
ン
タ
ー
試
験
〜
18
日

２
月

	

２
日	

◦
入
学
試
験

	

４
日	

◦
卒
業
認
定
会
議

	

10
日	

◦
建
国
記
念
の
日
の
講
演

	

11
日	

◦
建
国
記
念
の
日

	

19
日	

◦
京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
１
年
）	

〜
20
日

３
月

	

２
日	

◦
卒
業
式

	

３
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
７
日

	

12
日	

◦
人
権
教
育
講
演
会

	

17
日	

◦
進
級
認
定
会
議

	

19
日	

◦
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

	

20
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
①

	

24
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
②

	

25
日	

◦
終
業
式

	

26
日	

◦
春
季
休
業
開
始
〜
4
月
７
日

	

17
日	

◦
中
体
連
春
季
大
会
〜
18
日

	

21
日	

◦
校
友
会
総
会

	

29
日	

◦
中
間
考
査
〜
31
日

６
月

	

２
日	

◦
教
育
実
習
〜
21
日

	

５
日	

◦
伊
勢
市
連
合
陸
上
大
会

	

17
日	

◦
月
次
祭
参
拝

	

26
日	

◦
１
年
生
宿
泊
研
修
〜
27
日

７
月

	

４
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

	

12
日	

◦
中
体
連
夏
季
大
会
〜
13
日

	

21
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
８
月
22
日

	

22
日	

◦
課
外
授
業
〜
31
日

	

27
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ（
津
）

８
月

	

23
日	

◦
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

25
日	

◦
授
業
開
始

	

31
日	

◦
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

９
月

	

１
日	

◦
地
震
避
難
訓
練

	

２
日	

◦
第
２
回
実
力
テ
ス
ト

	

７
日	

◦
体
育
大
会

	

16
日	

◦
期
末
考
査
〜
19
日

	

26
日	

◦
伊
勢
度
会
陸
上
大
会
〜
27
日

	

28
日	

◦
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

10
月

	

４
日	

◦
中
体
連
秋
季
大
会
〜
５
日

	

６
日	

◦
保
護
者
会
懇
談
会
〜
７
日

	

７
日	

◦
終
業
式

	

８
日	

◦
秋
季
休
業
〜
10
日

	

11
日	

◦
県
中
学
陸
上
大
会
〜
12
日

	

14
日	

◦
始
業
式

	

17
日	

◦
神
嘗
祭

	

25
日	

◦
皇
中
祭
〜
26
日

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日
の
行
事

11
月

	

６
日	

◦
第
３
回
実
力
テ
ス
ト

	

14
日	

◦
伊
勢
市
連
合
音
楽
会

	

16
日	

◦
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

18
日	

◦
１
年
生
授
業
参
観

	

19
日	

◦
２
年
生
授
業
参
観

	

20
日	

◦
３
年
生
授
業
参
観

	

26
日	

◦
い
の
ち
の
大
切
さ
講
演

12
月

	

１
日	

◦
中
間
考
査
〜
３
日

	

４
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

	

８
日	

◦
人
権
学
習

	

10
日	

◦
３
年
生
修
学
旅
行
〜
12
日

	

17
日	

◦
月
次
祭（
神
宮
参
拝
）・
校
友
会
改
選

	

24
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
7
日

１
月

	

８
日	

◦
授
業
開
始

	

10
日	

◦
Ａ
日
程
入
学
試
験

	

14
日	

◦
百
人
一
首
大
会

	

20
日	

◦
第
４
回
実
力
テ
ス
ト

２
月

	

１
日	

◦
２
年
生
ス
キ
ー
研
修
〜
３
日

	

２
日	

◦
皇
學
館
高
校
入
試

	

７
日	

◦
Ｂ
日
程
入
学
試
験

	

10
日	

◦
建
国
記
念
の
日
の
講
演

	

23
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
26
日

	

26
日	

◦
防
災
講
話

３
月

	

11
日	

◦
進
路
講
演

	

12
日	

◦
３
年
生
を
送
る
会

	

14
日	

◦
卒
業
式

	

17
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
18
日

	

19
日	

◦
終
業
式

	

20
日	

◦
春
季
休
業
開
始
〜
4
月
５
日

三
日
間
に
及
ん
だ
学
科
試
験

名（
一
二・五
％
）、神
道
教
師
六
十
四

名（
一・三
％
）、僧
侶
六
十
二
名（
一・

二
％
）、
銀
行
員・会
社
員
三
四
二
名

（
六・七
％
）、
軍
人
四
十
名
（
〇・八

％
）、
医
師
六
十
三
名（
一・二
％
）、

職
人
三
十
九
名（
〇・八
％
）、無
職
四

六
三
名（
九・一
％
）、
そ
の
他（
庶
業

等
）、
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
出
身
地
は
、
卒
業
生
の
出
身

地
の
一
覧
が
先
述
の
『
神
宮
皇
學
館

一
覧
』
昭
和
十
六
年
度
・
昭
和
十
七

年
度
の
附
表
「
卒
業
者
出
身
並
在
住

府
県
別
表
」に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

志
願
者
の
出
身
地
も
傾
向
と
し
て
は

同
じ
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
に
示
す

と
（
た
だ
し
こ
ち
ら
も
父
兄
の
職
業

と
同
様
に
『
神
宮
皇
學
館
一
覧
』
昭

和
三
年
度
以
降
掲
載
さ
れ
て
い
る
十

二
年
間
の
志
願
者
に
限
る
）、多
い
順

に
、三
重
九・五
％（
四
八
四
名
）、愛

知
七・九
％（
四
〇
四
名
）、
福
岡
七・

六
％
（
三
八
八
名
）、
兵
庫
五・九
％

（
三
〇
〇
名
）、
大
阪
五・五
％（
二
七

九
名
）が
多
く
、
以
下
大
分（
一
八
一

名
）、
広
島（
一
七
九
名
）、
岡
山（
一

七
七
名
）、静
岡（
一
六
七
名
）、岐
阜

（
一
五
九
名
）、鹿
児
島（
一
五
六
名
）、

山
口（
一
四
二
名
）、
京
都（
一
二
四

名
）、
香
川（
一
二
二
名
）、
奈
良（
一

一
六
名
）、
和
歌
山
・
熊
本（
各
一
一

〇
名
）、
愛
媛
（
一
〇
九
名
）、
長
崎

（
一
〇
二
名
）と
続
く
。

神
宮
皇
學
館
の
入
学
試
験

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー 

准
教
授
　

大
平
和
典

　
神
宮
皇
學
館
の
卒
業
生
に
つ
い
て

は
、『
皇
學
館
大
學
百
三
十
年
史
』
資

料
篇
一
に
も
複
刻
し
た
『
神
宮
皇
學

館
一
覧
』
昭
和
十
六
年
度
・
昭
和
十

七
年
度
版
に
、
附
表
と
し
て
「
卒
業

年
次
別
人
員
表
」「
卒
業
者
出
身
並
在

住
府
県
別
表
」「
卒
業
者
科
別
及
職
業

別
表
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
卒
業
生
数・出
身
地・

職
業
を
統
計
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
一
方
、
神
宮
皇
學
館
の
志
願
者
に

つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
統
計
が
見
当

た
ら
ず
、『
神
宮
皇
學
館
一
覧
』各
年

度
分
や『
館
友
』誌
各
号
を
繙
く
必
要

が
あ
り
そ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
統
計
資
料
を
作
成
し
、
そ
の
一
部

を
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
た
。（
受
験
の
全
国
的
傾
向
に

つ
い
て
は
言
及
す
る
余
裕
が
な
く
、

竹
内
洋
氏『
立
志・苦
学・出
世
受
験

生
の
社
会
史
』〈
講
談
社
現
代
新
書
・

平
成
三
年
刊
〉等
参
照
さ
れ
た
い
）。

　
ま
ず
神
宮
皇
學
館
本
科
・
普
通
科

の
年
度
ご
と
の
志
願
者
数
・
受
験
者

数
・
合
格
者
数
の
推
移
は
、
表
の
と

お
り
で
あ
る（
た
だ
し『
館
友
』に
記

載
の
あ
る
明
治
四
十
四
年
度
以
降
。

専
科
な
ど
割
愛
し
た
）。

　
こ
の
う
ち
、
普
通
神
職
養
成
を
目

的
と
す
る
普
通
科
へ
の
入
学
は
、
神

職
及
び
神
職
に
準
ず
べ
き
者
の
子
弟

と
限
定
さ
れ
て
い
た
。

　
本
科
志
願
者
の
父
兄
の
職
業
を
み

て
み
る
と
、『
神
宮
皇
學
館
一
覧
』
に

年
度
ご
と
の
統
計
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
昭
和
三
年
度
以
降
の
十
二
年
間
に

限
れ
ば
、志
願
者
総
数
五
一
〇
五
名
、

う
ち
神
職
八
二
四
名（
一
六・一
％
）、

教
員
五
六
六
名（
一
一・一
％
）、官
公

吏
五
四
二
名
（
一
〇・六
％
）、
農
業 

一
二
一
四
名
（
二
三・八
％
）、
工
業 

八
十
九
名（
一・七
％
）、商
業
六
三
八

皇
學
館
の

来
歴
番 外 編

ひ
な
む
」
両
句
の
異
同
の
説
明
、
主

語
を
持
た
な
い
述
語
に
つ
い
て
主
語

を
補
う
問
題
二
問
、
口
語
文
の
カ
行

変
格
活
用
を
問
う
問
題
。

　
入
学
試
験
に
つ
い
て
は
変
遷
が
あ

る
が
、
大
正
十
五
年
度
本
科
を
例
に

み
る
と
、
三
月
二
十
五
日
〜
二
十
七

日
の
三
日
間
、
学
科
試
験
を
実
施
。

翌
二
十
八
日
に
は
学
科
試
験

の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
八
十

六
名
の
合
格
者
が
二
十
九
日

口
頭
試
問
と
身
体
検
査
に
臨

ん
だ
。
そ
の
結
果
二
名
が
不

合
格
と
な
り
、
そ
の
日
の
午

後
七
時
、
入
学
許
可
者
八
十

四
名
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の

時
の
学
科
試
験
問
題
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

【
国
語（
解
釈
・
文
法
）】

　
解
釈
の
問
題
は
、「
わ
が
く

に
は
か
み
の
す
ゑ
な
り
か
み

ま
つ
る
む
か
し
の
て
ふ
り
わ

す
る
な
よ
ゆ
め
」（
明
治
天
皇

御
製
）、「
白
河
院
の
御
時
天

下
殺
生
禁
断
せ
ら
れ
け
れ
ば

国
土
に
魚
鳥
の
類
絶
え
に
け

り
」（
古
今
著
聞
集
）、
現
代

文（
大
毎
新
聞
社
説
）の
三
問
。

　
文
法
は
、「
歌
は
な
む
」「
歌

　
な
お
『
伊
勢
新
聞
』・『
昭
和
十
八

年
度
全
国
上
級
学
校
年
鑑
』（
旺
文
社

刊
）・『
昭
和
十
九
年
度
全
国
上
級
学

校
綜
覧
』（
同
）
に
よ
っ
て
神
宮
皇
學

館
大
學
の
競
争
率
に
つ
い
て
も
み
て

み
る
と（
前
二
者
は『
皇
學
館
大
學
百

三
十
年
史
』
資
料
篇
二
に
該
当
部
分

を
収
録
）、予
科（
入
学
定
員
六
十
名
）

は
昭
和
十
五
年
度
は
志
願
者
三
九
一

名
・
受
験
者
二
七
九
名
・
合
格
者
六

十
三
名
で
競
争
率
は
四
・
四
倍
。
翌

十
六
年
度
に
は
志
願
者
六
七
五
名
・

受
験
者
四
七
八
名
に
対
し
合
格
者
六

十
三
名
、
競
争
率
は
七・
六
倍
と
な

り
、『
伊
勢
新
聞
』に
は「
合
格
者
は
八

名
に
一
名
と
い
ふ
割
合
で
全
国
の
高

等
専
門
程
度
の
学
校
中
に
於
け
る
最

難
関
で
あ
る
た
め
物
凄
い
受
験
地
獄

を
現
出
し
て
受
験
者
は
何
れ
も
悲
壮

な
緊
張
振
り
を
示
し
て
ゐ
た
」
と
報

“
合
格
者
は
八
名
に
一
名
”の
最
難
関

じ
ら
れ
て
い
る
（
三
月
二
十
六
日

付
）。十
七
年
度
は
競
争
率
六・五
倍
、

さ
ら
に
昭
和
十
八
年
度
に
は
志
願
者

一
〇
八
二
名
（『
全
国
上
級
学
校
年

鑑
』
に
よ
る
。『
伊
勢
新
聞
』で
は
一

二
二
七
名
）・
受
験
者
七
三
四
名
・
入

学
者
六
十
四
名
で
競
争
率
は
一
一・

五
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
十
九

年
度
も
七・三
倍
。

　
附
属
専
門
部
も
、
昭
和
十
六
年
度

に
は
入
学
定
員
四
十
名
に
対
し
て
志

願
者
数
一
四
二
名
・
受
験
者
数
一
一

七
名
、
十
七
年
度
は
志
願
者
一
〇
六

名
・
受
験
者
八
十
八
名
、
十
八
年
度

に
は
志
願
者
二
二
四
名
（
受
験
者
数

不
明
）、十
九
年
度
に
は
志
願
者
三
九

九
名
・
受
験
者
一
九
九
名
・
合
格
者

数
三
十
名
で
競
争
率
六・
六
倍
と
い

う
難
関
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
、
仮
名
に
漢
字
を
あ
て
る

問
題
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。

【
漢
文
】

　
「
敵
愾
」「
汗
青
」「
慎
終
追
遠
」
な

ど
の
解
釈
六
問
、
白
文
に
句
読
点
・

返
り
点
・
送
り
仮
名
を
付
す
問
題
二

問（
方
孝
孺『
遜
志
斎
集
』と
藤
田
東

湖『
回
天
詩
史
』か
ら
一
問
ず
つ
）。

【
作
文
】

　
課
題
「
自
ら
を
知
れ
」。

【
国
史
】

　
「
江
戸
時
代
初
期
に
於
け
る
海
外

貿
易
」「
奈
良
時
代
に
於
け
る
国
史
地

誌
の
撰
修
」「
鎌
倉
時
代
の
新
宗
教
」

「
聚
楽
第
」「
北
畠
親
房
」「
古
河
公

方
」
の
論
述
六
題
。

【
外
国
史
】

　
東
洋
史
は
「
清
聖
祖（
康
煕
帝
）の

事
蹟
」「
班
超
」「Plassey

の
戦
」、

西
洋
史
は
「
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
原

因
」「The Hegira

」「Sarajevo

」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
述
。

【
英
語
】

　
英
文
和
訳
四
題
、和
文
英
訳
一
題
。

英
訳
の
問
題
は
、「
最
近
僕
ハ
古
朝
鮮

ノ
歴
史
ト
芸
術
ト
音
楽
ト
ニ
接
シ

テ
、
朝
鮮
ト
朝
鮮
民
族
ト
ヲ
尊
敬
ス

ベ
キ
コ
ト
ヲ
教
ヘ
ラ
レ
タ
。
而
シ
テ

朝
鮮
ヲ
尊
敬
ス
ル
コ
ト
ガ
結
局
朝
鮮

問
題
解
決
ノ
根
本
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
サ
セ
ラ
レ
ル
」
と
い
う
も
の
。

年　度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 競 争 率 入学資格等

本
　
　
　
　
　
科

明治４４ ３０  ７５ ３１ ２.４

中学校卒業程度、
４ 年制

４５ ３０  ８５ ３４ ２.５
大正 ２ ３０

３ ３０  ８５ ３０ ２.８
４ ３０  ７５  ７０ ３０ ２.３
５ ４０  ９６  ８８ ４０ ２.２
６ ４０ １１１ １０２ ３２ ３.２
７ ４０  ８９ ３６ ２.５
８ ４０  ８１ ３５ ２.３
９ ４０  ７０  ６０ ３０ ２.０

１０ ４０ １０１ ４０ ２.５
１１ ４０ １４４ １０６ ４２ ２.５
１２ ４０ １９３ １８３ ６７ ２.７
１３ ４０ ３０５ ２７７ ８０ ３.５
１４ ８０ ３８３ ３４５ ８１ ４.３
１５ ８０ ４５１ ４１６ ８４ ５.０

昭和 ２ ８０ ４８９ ４５２ ７３ ６.２
３ ８０ ６４９ ５９２ ８５ ７.０
４ ８０ ５７４ ５０５ ８０ ６.３
５ ８０ ５４３ ８６ ６.３
６ ５０ ５０１ ４５４ ５４ ８.４
７ ５０ ３７２ ３３０ ５６ ５.９
８ ５０ ３５８ ３１６ ５７ ５.５
９ ５０ ２９８ ２７１ ６１ ４.４

１０ ５０ ３０８ ２７３ ５９ ４.６
１１ ５０ ３４０ ３０４ ５９ ５.２
１２ ５０ ３５２ ３２７ ６１ ５.４
１３ ５０ ４３０ ３９１ ６４ ６.１
１４ ５０ ３８０ ３３７ ６１ ５.５

普
　
通
　
科

昭和 ２ ２５  ３４ ２５ １.４
高等小学校卒業
程度、４ 年制

３ ２５ ２５
４ ２５  ７７ ２５ ３.１
５ ２５  ７１ ２６ ２.７
６ ２５  ８１ ２５ ３.２

尋常小学校卒業、
５ 年制

７ ２５  ６５ ２６ ２.５
８ ２５  ４９ ２６ １.９
９ ２５  ５９ ２５ ２.４

１０ ２５  ６６ ２６ ２.５
１１ ２５  ５５ ２５ ２.２
１２ ２５  ５８ ２４ ２.４
１３ ２５  ６６ ２６ ２.５
１４ ２５  ６０ ２９ ２.１

備考：主として『館友』各号・『神宮皇學館一覧』各年度による。空欄は記載なし。競争率は
［志願者数÷合格者数］とし、志願者数の記載がない場合は受験者数で算出した。

【表】明治４４年以降の志願者・受験者・合格者数
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